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１．市民一般調査 
１ 調査票記入にあたって 

（１）調査票の記入者 

調査票の記入者は、「あて名ご本人」（91.8％）が最も多く、「ご家族」（3.6％）、「その他」（0.1％）

が続いている。 

 

■調査票の記入者 

 

 

 

２ 基本属性 

（１）性別（Ｆ１） 

性別は、「男性」が 46.0％、「女性」が 52.6％となっている。 

 

■性別 

 

 

（２）年齢（Ｆ２） 

年齢は、「65～69歳」（24.5％）が最も多く、「70～74歳」（20.2％）、「75～79歳」（17.2％）

が続いている。 

 

■年齢 

 
 

ご家族　　　　　　　無回答

あて名ご本人               その他

全体(n=2,361) 91.8 3.6
0.1

4.4
(%)

男性 女性 無回答

全体(n=2,361) 46.0 52.6 1.4
(%)

無回答

全体(n=2,361)

40～49歳 60～64歳

50～59歳 65～69歳 70～74歳 80～84歳 90～94歳

95歳以上85～89歳75～79歳

10.1 7.7 2.8 24.5 20.2 17.2 11.6
4.8

0.3
0.0

0.6
(%)
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（３）世帯の状況（Ｆ３） 

世帯の状況は、「配偶者」と同居（67.5％）が最も多く、「息子・娘」と同居（36.6％）、「ひと

り暮らし(自分のみ)」（14.7％）が続いている。 

 

■世帯の状況 

 

 

（４）同居者の年齢（Ｆ３-１） 

世帯の状況で「ひとり暮らし(自分のみ)」以外と回答した人に同居者の年齢が全員 65歳以上かをき

いたところ、「はい」が 42.0％、「いいえ」が 54.8％となっている。 

 

■同居者の年齢 

 

 

（５）日中独居の状況（Ｆ４） 

日中独居の状況は、「ひとりでいることが多い」が 30.0％、「ひとりでいることは少ない」が 66.6％

となっている。 

 

■日中独居の状況 

 

 

 

配偶者

息子・娘

ひとり暮らし(自分のみ)

孫・ひ孫

親

息子・娘の配偶者

あなたや配偶者の

兄弟姉妹

その他

無回答

67.5

36.6

14.7

5.5

5.0

4.8

1.2

2.8

1.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

配 偶 者

息 子 ・ 娘

ひ と り 暮 ら し(自 分のみ )

孫 ・ ひ 孫

親

息 子 ・ 娘 の 配偶者

あ な た や 配 偶者の 兄弟姉 妹

そ の 他

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)

はい いいえ 無回答

全体(n=1,982) 42.0 54.8 3.2
(%)

ひとりでいることが多い ひとりでいることは少ない 無回答

全体(n=2,361) 30.0 66.6 3.4
(%)
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（６）一番よく行き来する人の所までの移動時間（Ｆ５） 

一番よく行き来する人の所までの移動にかかる時間は、「15分未満」（19.2％）が最も多く、「１

時間以上」（17.8％）、「いない」（15.5％）が続いている。 

 

■一番よく行き来する人の所までの移動時間 

 

 

（７）居住地域（Ｆ６） 

居住地域は、「第２地区」（20.5％）が最も多く、「第１地区」（19.4％）、「第３地区」（18.1％）

が続いている。 

 

■居住地域 

 
 

 

３ 住まいについて 

（１）居住形態（問１） 

居住形態は、「持ち家の一戸建て」（54.8％）が最も多く、「持ち家の集合住宅」（24.3％）、「民

間賃貸の集合住宅」（9.6％）が続いている。 

 

■居住形態 

 
 

15分未満 １時間以上

となり いない 無回答

全体(n=2,361)

15～30分未満

30～45分未満

45分～１時間未満

6.9 19.2 14.4 10.4 12.3 17.8 15.5 3.5
(%)

第１地区

その他

　　　無回答

全体(n=2,361)

　　　　　第２地区 　　　第３地区　　　　　第４地区　　第５地区　第６地区

19.4 20.5 18.1 12.3 12.7 15.6 0.8 0.6
(%)

民間賃貸の

一戸建て

持ち家の一

戸建て

持ち家の集

合住宅

その他

　　　無回答

全体(n=2,361)

民間賃貸の集合住宅

高齢者向け住宅(有料

老人ホーム、サービス

付き高齢者向け住宅)

公的賃貸住宅(都営

住宅、市営住宅、高齢者

住宅やすらぎなど)

54.8 24.3 1.2 9.6 7.5
0.2

1.9
0.6
(%)
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（２）住まいや住環境で困っていること（問２） 

住まいや住環境で困っていることは、「特にない」（54.5％）が最も多い。困っていることでは「買

い物をする場所が近くにない」（10.0％）が最も多く、「鉄道やバスの利用が不便」（7.2％）、「浴

室や浴槽」（6.1％）が続いている。 

 

■住まいや住環境で困っていること 

 

 

 

買い物をする場所が

近くにない

鉄道やバスの利用が不便

浴室や浴槽

家族が近くにいない

家賃が高い

家の周りの道に歩道が

ない、狭い

玄関回りの段差

エレベーターがない

屋内の階段

廊下や居室などの段差

家の周りに階段や

坂が多い
引越し先がない(高齢の

ため拒否されるなど)
立ち退きを

求められている

その他

特にない

無回答

10.0

7.2

6.1

5.7

5.5

4.9

4.9

4.5

3.8

2.1

2.0

0.8

0.4

7.7

54.5

4.5

0 10 20 30 40 50 60

買 い 物 を す る場所 が近く にない

鉄 道 や バ ス の利用 が不便

浴 室 や 浴 槽

家 族 が 近 く にいな い

家 賃 が 高 い

家 の 周 り の 道に歩 道がな い、狭 い

玄 関 回 り の 段差

エ レ ベ ー タ ーがな い

屋 内 の 階 段

廊 下 や 居 室 などの 段差

家 の 周 り に 階段や 坂が多 い

引 越 し 先 が ない( 高齢のため拒否される

な ど )

立 ち 退 き を 求めら れてい る

そ の 他

特 に な い

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)
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４ 就労状況について 

（１）収入のある仕事の有無（問３） 

収入のある仕事の有無は、「仕事についている」（38.3％）が最も多く、「仕事をする意思がない

ので、働いていない」（27.0％）、「仕事をしたいが、仕事がないので働いていない」（7.6％）が続

いている。 

性別にみると、男性は「仕事についている」（46.4％）が女性に比べ高くなっている。 

また、年齢別にみると、40～64 歳は「仕事についている」（78.3％）が 65 歳以上に比べ高く、65

歳以上は「仕事をする意思がないので、働いていない」（32.4％）が 40～64歳に比べ高くなっている。 

 

■収入のある仕事の有無 

 

 

 

その他

無回答

全体(n=2,361)

仕事をする意思がないので、

働いていない

仕事をしたいが、仕事がないので

働いていない
仕事をしたいが、体の具合

が悪いので働いていない

仕事についている

38.3 5.7 7.6 27.0 13.7 7.7
(%)

仕

事

に

つ

い

て

い

る

仕

事

を

し

た

い

が

、
体

の

具

合

が

悪

い

の

で

働

い

て

い

な

い

仕

事

を

し

た

い

が

、
仕

事

が

な

い

の

で

働

い

て

い

な

い

仕

事

を

す

る

意

思

が

な

い

の

で

、
働

い

て

い

な

い

そ

の

他

無

回

答

38.3 5.7 7.6 27.0 13.7 7.7

男性(n=1,085) 46.4 6.0 8.4 24.4 10.9 4.0

女性(n=1,243) 31.5 5.3 6.8 29.4 16.3 10.6

40～64歳(n=492) 78.3 4.5 4.1 6.7 6.1 0.4

65歳以上(n=1,869) 27.8 6.0 8.5 32.4 15.7 9.6

全体(n=2,361)

性別

年齢別
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（２）現在及び今後の就労希望（問４） 

現在及び今後の就労希望は、「自分の知識や技能を生かした仕事ができれば、収入は少なくてもよ

い」（19.0％）が最も多く、「自分の知識や技能を生かして、収入の多い仕事をしたい」（16.1％）、

「地域に貢献できる仕事ができれば、収入は少なくてもよい」（11.2％）が続いている。 

年齢別にみると、40～64歳は「自分の知識や技能を生かして、収入の多い仕事をしたい」（44.9％）

が 65歳以上に比べ高くなっている。 

 

■現在及び今後の就労希望 

 

 
 

 

５ 健康づくりや介護予防などについて 

（１）幸福度（問５） 

幸福度は、「８点」（24.6％）が最も多く、「５点」（16.3％）、「10点」（15.2％）が続いてい

る。５点以上で 90.5％を占めており、平均 7.3点となっている。 

 

■幸福度 

 
 

その他 無回答

全体(n=2,361)

自分の知識や技能を生かした仕事が

できれば、収入は少なくてもよい

自分の知識や技能を生かした仕事

ができれば、収入はなくてもよい

地域に貢献できる仕事があれ

ば、収入はなくてもよい

地域に貢献できる仕事ができ

れば、収入は少なくてもよい

自分の知識や技能を生かし

て、収入の多い仕事をしたい

16.1 19.0 1.9 11.2 5.8 13.0 33.0
(%)

自

分

の

知

識

や

技

能

を

生

か

し

て

、
収

入

の

多

い

仕

事

を

し

た

い

自

分

の

知

識

や

技

能

を

生

か

し

た

仕

事

が

で

き

れ

ば

、
収

入

は

少

な

く

て

も

よ

い

自

分

の

知

識

や

技

能

を

生

か

し

た

仕

事

が

で

き

れ

ば

、
収

入

は

な

く

て

も

よ

い

地

域

に

貢

献

で

き

る

仕

事

が

で

き

れ

ば

、
収

入

は

少

な

く

て

も

よ

い

地

域

に

貢

献

で

き

る

仕

事

が

あ

れ

ば

、
収

入

は

な

く

て

も

よ

い

そ

の

他

無

回

答

16.1 19.0 1.9 11.2 5.8 13.0 33.0

40～64歳(n=492) 44.9 28.9 1.8 11.8 1.6 7.9 3.0

65歳以上(n=1,869) 8.6 16.4 1.9 11.0 7.0 14.3 40.8

全体(n=2,361)

年齢別

４点 ７点

８点 ９点 10点 無回答

全体(n=2,361)

０点

　１点

２点

　　３点

５点

　　６点

0.4
0.6

1.2
2.2

2.8
16.3 7.4 14.6 24.6 12.4 15.2 2.3

(%)
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（２）健康状態（問６） 

健康状態は、「まあまあ健康である」（66.3％）が最も多く、「とても健康である」（14.7％）、

「あまり健康でない」（13.5％）が続いている。「とても健康である」と「まあまあ健康である」を

合わせた“健康である”は 81.0％となっている。 

 

■健康状態 

 

 

（３）健康診断受診の有無（問７） 

健康診断受診の有無は、「受けた」が 84.2％、「受けていない」が 13.4％となっている。 

 

■健康診断受診の有無 

 

 

（４）健康診断についての考え方（問８） 

健康診断についての考え方は、「病気の発見に有効である」（58.8％）が最も多く、「積極的に受

けたい」（57.2％）、「医者にかかっているので必要ない」（9.2％）が続いている。 

 

■健康診断についての考え方 

 

 

健康でない

とても健康である あまり健康でない 無回答

全体(n=2,361)

　　　　　　　　　まあまあ健康である

14.7 66.3 13.5 4.4 1.1
(%)

　　　　　　　受けていない

無回答

全体(n=2,361)

　　　　　　　　　　　　受けた

84.2 13.4 2.4 (%)

病気の発見に有効である

積極的に受けたい

医者にかかっているので

必要ない

時間がかかる

費用が高い

身体の悪い点を

指摘されるのは嫌である
事前の飲食制限が

負担である
健康なので健康診断は

必要ない

その他

無回答

58.8

57.2

9.2

8.3

7.8

4.5

2.6

2.1

3.7

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70

病 気 の 発 見 に有効 である

積 極 的 に 受 けたい

医 者 に か か ってい るので 必要な い

時 間 が か か る

費 用 が 高 い

身 体 の 悪 い 点を指 摘されるのは嫌であ

る

事 前 の 飲 食 制限が 負担で ある

健 康 な の で 健康診 断は必 要ない

そ の 他

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)
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（５）平日の外出の頻度（主たる目的別）（問９） 

平日の外出の頻度について、「ほぼ毎日」から「１か月に１日程度」を合わせた“外出する”は『買

物』（85.3％）が最も多く、『趣味活動』（59.4％）、『友人・知人とのおしゃべり』（57.2％）が

続いている。外出の頻度を「ほぼ毎日」に限定すると、『仕事』（24.6％）が最も多く、『買物』（23.5％）、

『体操』（10.7％）が続いている。 

性別にみると、男性は『仕事』の「ほぼ毎日」（31.1％）が女性に比べ高く、女性は『買物』の「ほ

ぼ毎日」（28.9％）が男性に比べ高くなっている。 

また、年齢別にみると、40～64 歳は『仕事』の「ほぼ毎日」（65.7％）が 65 歳以上に比べ高く、

『趣味活動』『体操』『友人・知人とのおしゃべり』『ボランティア活動』『通院やリハビリ』の「外

出しない」が 65歳以上に比べ高くなっている。 

 

■平日の外出の頻度（主たる目的別） 

 

週に１日程度

全体(n=2,361) ほぼ毎日 １日おき程度 外出しない 無回答

仕事

買物

趣味活動

体操

友人・知人との

おしゃべり

ボランティア活動

通院やリハビリ

その他

２～３日おき

程度

１か月に１日

程度

24.6

23.5

8.2

10.7

9.9

1.0

0.9

3.9

5.9

16.9

4.1

4.6

3.9

0.6

0.6

1.1

5.8

26.0

11.4

9.3

10.2

2.3

1.9

1.1

3.0

16.7

23.0

14.2

16.0

5.0

7.8

1.7

1.4

2.1

12.7

4.0

17.2

6.9

36.2

1.7

21.6

1.7

14.4

26.7

14.9

45.7

24.6

7.6

37.8

13.0

26.2

30.5

28.0

38.6

28.0

82.9

(%)
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ほ

ぼ

毎

日

１

日

お

き

程

度

２
～

３

日

お

き

程

度

週

に

１

日

程

度

１

か

月

に

１

日

程

度

外

出

し

な

い

無

回

答

全体(n=2,361) 24.6 5.9 5.8 3.0 1.4 21.6 37.8

男性(n=1,085) 31.1 6.5 6.4 3.3 1.8 18.3 32.6

女性(n=1,243) 19.2 5.5 5.2 2.6 1.0 24.5 41.9

全体(n=2,361) 23.5 16.9 26.0 16.7 2.1 1.7 13.0

男性(n=1,085) 17.2 11.3 22.9 25.3 3.2 2.6 17.5

女性(n=1,243) 28.9 21.8 29.0 9.6 1.1 1.0 8.7

全体(n=2,361) 8.2 4.1 11.4 23.0 12.7 14.4 26.2

男性(n=1,085) 11.2 4.5 11.5 24.1 12.5 13.5 22.6

女性(n=1,243) 5.6 3.8 11.1 22.1 12.6 15.6 29.2

全体(n=2,361) 10.7 4.6 9.3 14.2 4.0 26.7 30.5

男性(n=1,085) 14.0 5.2 7.4 10.9 5.2 27.3 30.1

女性(n=1,243) 7.9 4.2 11.2 16.7 2.8 26.8 30.4

全体(n=2,361) 9.9 3.9 10.2 16.0 17.2 14.9 28.0

男性(n=1,085) 10.6 3.1 7.4 12.7 14.7 20.5 31.0

女性(n=1,243) 9.5 4.6 12.9 18.8 19.3 10.1 24.8

全体(n=2,361) 1.0 0.6 2.3 5.0 6.9 45.7 38.6

男性(n=1,085) 1.3 0.5 2.4 4.5 7.2 48.1 36.0

女性(n=1,243) 0.7 0.6 2.2 5.5 6.8 43.7 40.5

全体(n=2,361) 0.9 0.6 1.9 7.8 36.2 24.6 28.0

男性(n=1,085) 0.9 0.4 1.4 7.6 36.8 24.3 28.7

女性(n=1,243) 0.9 0.7 2.3 8.0 35.7 25.3 27.0

全体(n=2,361) 3.9 1.1 1.1 1.7 1.7 7.6 82.9

男性(n=1,085) 5.2 1.1 1.1 1.8 1.8 8.5 80.6

女性(n=1,243) 2.7 1.1 1.0 1.7 1.6 6.8 85.0

全体(n=2,361) 24.6 5.9 5.8 3.0 1.4 21.6 37.8

40～64歳(n=492) 65.7 6.7 5.1 1.4 0.6 16.5 4.1

65歳以上(n=1,869) 13.8 5.7 5.9 3.4 1.6 22.9 46.7

全体(n=2,361) 23.5 16.9 26.0 16.7 2.1 1.7 13.0

40～64歳(n=492) 26.6 14.0 26.0 29.3 1.6 1.2 1.2

65歳以上(n=1,869) 22.6 17.7 26.1 13.4 2.2 1.9 16.1

全体(n=2,361) 8.2 4.1 11.4 23.0 12.7 14.4 26.2

40～64歳(n=492) 6.9 2.4 7.7 35.4 21.5 21.7 4.3

65歳以上(n=1,869) 8.5 4.5 12.3 19.8 10.4 12.5 31.9

全体(n=2,361) 10.7 4.6 9.3 14.2 4.0 26.7 30.5

40～64歳(n=492) 7.9 2.8 6.9 17.1 8.1 51.6 5.5

65歳以上(n=1,869) 11.4 5.0 10.0 13.4 2.9 20.2 37.0

全体(n=2,361) 9.9 3.9 10.2 16.0 17.2 14.9 28.0

40～64歳(n=492) 15.0 3.7 6.1 16.5 28.9 26.0 3.9

65歳以上(n=1,869) 8.5 4.0 11.3 15.8 14.1 11.9 34.3

全体(n=2,361) 1.0 0.6 2.3 5.0 6.9 45.7 38.6

40～64歳(n=492) 0.6 0.4 1.4 1.8 6.3 82.7 6.7

65歳以上(n=1,869) 1.1 0.6 2.5 5.8 7.0 35.9 47.0

全体(n=2,361) 0.9 0.6 1.9 7.8 36.2 24.6 28.0

40～64歳(n=492) 0.0 0.0 0.6 4.9 27.6 60.2 6.7

65歳以上(n=1,869) 1.2 0.7 2.2 8.6 38.5 15.2 33.7

全体(n=2,361) 3.9 1.1 1.1 1.7 1.7 7.6 82.9

40～64歳(n=492) 2.0 0.6 0.2 1.0 1.4 17.1 77.6

65歳以上(n=1,869) 4.4 1.2 1.3 1.9 1.8 5.1 84.3

通院やリ

ハビリ

その他

年齢別

仕事

買物

趣味活動

体操

友人・知人

とのおしゃ

べり

ボランティ

ア活動

その他

性別

買物

趣味活動

体操

友人・知人

とのおしゃ

べり

ボランティ

ア活動

通院やリ

ハビリ

仕事
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（６）治療中の病気の有無（問10） 

治療中の病気の有無は、「ある」が 64.7％、「ない」が 31.8％となっている。 

性別にみると、男性は「ある」（69.2％）が女性に比べ高くなっている。 

また、年齢別にみると、65歳以上は「ある」（70.8％）が 40～64歳に比べ高くなっている。 

 

■治療中の病気の有無 

 

 

 

（７）かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬局の有無（問11） 

かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬局の有無は、『かかりつけ医』が 76.4％、『かか

りつけ歯科医』が 71.3％、『かかりつけ薬局』が 55.3％となっている。 

年齢別にみると、65歳以上は「いる」が 40～64歳に比べ高くなっている。 

 

■かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬局の有無 

 

 

 

ない　　　　　　　　無回答

全体(n=2,361)

ある

64.7 31.8 3.5
(%)

あ

る

な

い

無

回

答

64.7 31.8 3.5

男性(n=1,085) 69.2 28.8 2.0

女性(n=1,243) 60.8 34.6 4.6

40～64歳(n=492) 41.7 57.5 0.8

65歳以上(n=1,869) 70.8 25.0 4.2
年齢別

全体(n=2,361)

性別

　　　　　　　　わからない

全体(n=2,361) いる 無回答

かかりつけ医

かかりつけ歯科医

かかりつけ薬局

76.4

71.3

55.3

17.9

17.1

28.3

2.5

1.4

4.7

3.2

10.2

11.7

(%)

いない

い

る

い

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全体(n=2,361) 76.4 17.9 2.5 3.2

40～64歳(n=492) 52.6 42.1 4.7 0.6

65歳以上(n=1,869) 82.7 11.6 1.9 3.9

全体(n=2,361) 71.3 17.1 1.4 10.2

40～64歳(n=492) 63.0 32.1 3.7 1.2

65歳以上(n=1,869) 73.5 13.2 0.9 12.5

全体(n=2,361) 55.3 28.3 4.7 11.7

40～64歳(n=492) 35.0 55.5 8.1 1.4

65歳以上(n=1,869) 60.6 21.2 3.8 14.4

かかりつけ

薬局

かかりつけ

歯科医

かかりつけ

医

年齢別
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（８）介護予防に対する考え（問12） 

介護予防に対する考えは、「意識して取り組んでいる」（35.4％）が最も多く、「興味はあるが、

具体的な取り組み方がわからない」（14.6％）、「きっかけがあれば取り組みたい」（13.7％）が続

いている。 

 

■介護予防に対する考え 

 

 

（９）介護予防事業の利用状況、利用意向（問13） 

介護予防事業について、「利用している」「利用したことがある」を合わせた“利用状況”は、『体

力測定会』（14.8％）が最も多く、『ふちゅう元気アップ体操(各地域での介護予防教室)』（13.1％）、

『介護予防推進センターでの介護予防教室(３か月教室等)』（7.2％）が続いている。「利用している」

「利用したことがある」「知っているが利用していない」を合わせた“認知度”は、『ふちゅう元気

アップ体操(各地域での介護予防教室)』（52.3％）が最も多く、『体力測定会』（43.0％）、『ほっ

とサロン(地域デイサービス)』（37.3％）が続いている。 

利用意向は、『体力測定会』（23.2％）が最も多く、『介護予防講座(運動、栄養、脳トレーニング)』

（18.1％）、『ふちゅう元気アップ体操(各地域での介護予防教室)』（15.9％）が続いている。 

性別にみると、女性は“認知度”も利用意向も男性に比べ高くなっている。 

 

■介護予防事業の利用状況、利用意向 

 

無回答

その他

全体(n=1,869)

興味・関心がない

興味はあるが、具体的な

取り組み方がわからない

きっかけがあれば取り組

みたい

もう少し歳をとってから取

り組みたい

体力が落ちてきたら取り

組みたい

意識して取り組んでいる

35.4 12.4 10.5 13.7 14.6 4.9 2.2 6.4
(%)

利用して

いる
知らない

全体(n=1,869) 無回答 利用したい わからない 無回答

ふちゅう元気アップ

体操(各地域での

介護予防教室)
短期集中３回教室

(各地域での

介護予防教室)
介護予防推進センター

での介護予防教室

(３か月教室等)
介護予防講座

(運動、栄養、

脳トレーニング)

体力測定会

介護予防相談

ほっとサロン(地域デイ

サービス)

利用したくない利用したことがある

知っているが

利用していない
 

5.7

3.2

2.2

2.4

3.5

0.3

1.9

7.3

2.8

5.0

4.7

11.2

1.3

0.9

39.3

27.0

26.8

28.5

28.3

35.4

34.5

36.9

51.0

50.1

48.0

41.9

45.4

46.2

10.8

16.0

15.9

16.3

15.1

17.6

16.5

15.9

13.2

12.1

18.1

23.2

13.3

10.2

17.2

16.2

16.8

14.4

13.9

15.0

17.1

36.9

39.3

39.9

37.2

32.4

39.4

40.9

30.0

31.4

31.2

30.2

30.5

32.3

31.8

(%)(%)
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利

用

し

て

い

る

利

用

し

た

こ

と

が

あ

る

知

っ
て

い

る

が

利

用

し

て

い

な

い

知

ら

な

い

無

回

答

認

知

度

全体(n=1,869) 5.7 7.3 39.3 36.9 10.8 52.3

男性(n=862) 3.5 3.8 36.8 47.9 8.0 44.1

女性(n=977) 7.5 10.4 41.8 27.1 13.2 59.7

全体(n=1,869) 3.2 2.8 27.0 51.0 16.0 33.0

男性(n=862) 1.6 2.1 24.0 60.2 12.1 27.7

女性(n=977) 4.5 3.4 29.8 43.0 19.3 37.7

全体(n=1,869) 2.2 5.0 26.8 50.1 15.9 34.0

男性(n=862) 1.0 3.1 23.1 60.2 12.5 27.3

女性(n=977) 3.1 6.8 30.4 41.0 18.7 40.2

全体(n=1,869) 2.4 4.7 28.5 48.0 16.3 35.6

男性(n=862) 0.9 2.6 26.3 57.8 12.4 29.8

女性(n=977) 3.7 6.7 30.5 39.5 19.7 40.8

全体(n=1,869) 3.5 11.2 28.3 41.9 15.1 43.0

男性(n=862) 2.1 7.3 27.3 51.0 12.3 36.7

女性(n=977) 4.7 14.8 29.1 33.8 17.6 48.6

全体(n=1,869) 0.3 1.3 35.4 45.4 17.6 37.0

男性(n=862) 0.1 1.2 32.6 53.1 13.0 33.9

女性(n=977) 0.5 1.4 38.1 38.6 21.4 40.0

全体(n=1,869) 1.9 0.9 34.5 46.2 16.5 37.3

男性(n=862) 0.5 0.3 30.3 55.5 13.5 31.1

女性(n=977) 3.1 1.4 38.3 38.1 19.1 42.8

ほっとサロン(地域デイ

サービス)

性別

ふちゅう元気アップ体

操(各地域での介護予

防教室)

短期集中３回教室(各

地域での介護予防教

室)

介護予防推進センター

での介護予防教室(３

か月教室等)

介護予防講座(運動、

栄養、脳トレーニング)

体力測定会

介護予防相談

利

用

し

た

い

利

用

し

た

く

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全体(n=1,869) 15.9 17.2 36.9 30.0

男性(n=862) 11.6 19.6 44.2 24.6

女性(n=977) 19.7 15.5 30.3 34.6

全体(n=1,869) 13.2 16.2 39.3 31.4

男性(n=862) 10.2 18.2 45.6 26.0

女性(n=977) 15.8 14.6 33.7 35.9

全体(n=1,869) 12.1 16.8 39.9 31.2

男性(n=862) 10.2 17.9 46.3 25.6

女性(n=977) 13.8 16.2 34.0 36.0

全体(n=1,869) 18.1 14.4 37.2 30.2

男性(n=862) 13.9 16.4 44.8 24.9

女性(n=977) 21.7 13.0 30.4 34.9

全体(n=1,869) 23.2 13.9 32.4 30.5

男性(n=862) 19.7 16.2 39.2 24.8

女性(n=977) 25.8 12.2 26.5 35.5

全体(n=1,869) 13.3 15.0 39.4 32.3

男性(n=862) 11.7 16.8 45.1 26.3

女性(n=977) 14.8 13.6 34.1 37.5

全体(n=1,869) 10.2 17.1 40.9 31.8

男性(n=862) 8.5 18.4 46.9 26.2

女性(n=977) 11.7 16.2 35.5 36.6

ほっとサロン(地域デイ

サービス)

性別

ふちゅう元気アップ体

操(各地域での介護予

防教室)

短期集中３回教室(各

地域での介護予防教

室)

介護予防推進センター

での介護予防教室(３

か月教室等)

介護予防講座(運動、

栄養、脳トレーニング)

体力測定会

介護予防相談
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（10）介護予防事業の成果（問13-1） 

介護予防事業を「利用している」「利用したことがある」と回答した人に介護予防事業の成果をき

いたところ、「気持ちが前向きになり生活にはりがでた」（31.6％）が最も多く、「他の人と交流で

き、外出の回数が増えた」（26.3％）、「体力が向上した」（24.1％）が続いている。 

性別にみると、男性は「介護予防に積極的に取り組むようになった」（29.8％）が女性に比べ高く、

女性は「他の人と交流でき、外出の回数が増えた」（30.4％）が男性に比べ高くなっている。 

 

■介護予防事業の成果 

 

 

 

（11）介護予防サービス利用後の継続状況（問13-2） 

介護予防相談以外の介護予防事業を１つでも「利用したことがある」と回答した人に介護予防サー

ビス利用後の継続状況をきいたところ、「できる範囲で運動などを継続している」が 56.9％、「介護

予防事業を利用した際の仲間と一緒に継続している」が 5.1％、「特に何もしていない」が 22.6％と

なっている。 

 

■介護予防サービス利用後の継続状況 

 

気持ちが前向きになり

生活にはりがでた
他の人と交流でき、

外出の回数が増えた

体力が向上した

介護予防に積極的に取り

組むようになった

具体的な成果はなかった

薬を飲む量が減った

通院回数が減った

その他

無回答

31.6

26.3

24.1

23.2

17.4

2.7

1.6

9.4

14.7

0 10 20 30 40

気 持 ち が 前 向きに なり生活にはりがで

た

他 の 人 と 交 流でき 、外出の回数が増え

た

体 力 が 向 上 した

介 護 予 防 に 積極的 に取り 組むように

な っ た

具 体 的 な 成 果はな かった

薬 を 飲 む 量 が減っ た

通 院 回 数 が 減った

そ の 他

無 回 答

(%)

全体(n=449)

通

院

回

数

が

減

っ
た

薬

を

飲

む

量

が

減

っ

た 体

力

が

向

上

し

た

気

持

ち

が

前

向

き

に

な

り

生

活

に

は

り

が

で

た

他

の

人

と

交

流

で

き

、
外

出

の

回

数

が

増

え

た

介

護

予

防

に

積

極

的

に

取

り

組

む

よ

う

に

な

っ
た

具

体

的

な

成

果

は

な

か

っ
た

そ

の

他

無

回

答

1.6 2.7 24.1 31.6 26.3 23.2 17.4 9.4 14.7

男性(n=124) 1.6 0.8 24.2 30.6 16.9 29.8 19.4 8.9 12.9

女性(n=316) 1.6 3.2 24.4 32.3 30.4 20.6 17.1 9.2 14.9
性別

全体(n=449)

全体(n=332) 56.9 5.1 22.6 15.4
(%)

無回答特に何もしていない

介護予防事業を利用した際の

仲間と一緒に継続しているできる範囲で運動などを

継続している
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（12）健康や介護予防のために気をつけていること（問14） 

健康や介護予防のために気をつけていることは、「口の中を清潔にしている(歯磨き、うがいなど)」

（69.5％）が最も多く、「規則的な生活を心がけている(夜更かしをしないなど)」（53.2％）、「休

養や睡眠を十分にとっている」（53.1％）が続いている。 

年齢別にみると、65歳以上はほとんどの項目が 40～64歳に比べ高くなっている。 

 

■健康や介護予防のために気をつけていること 

 

 

 

 

口の中を清潔にしている

(歯磨き、うがいなど)
規則的な生活を心がけている

(夜更かしをしないなど)

休養や睡眠を十分にとっている

栄養バランスやかむ回数に

気をつけて食事をしている

定期的に健康診断を受けている

ウォーキングや体操など、

定期的に運動をしている
かかりつけ医(主治医)に

定期的に診てもらっている
気持ちをできる限り明るく

保っている
パズルや計算作業など、脳の

トレーニングに取り組んでいる
たばこをやめた、

または本数を減らしている
飲酒回数や飲酒量を

減らしている

その他

特にない

無回答

69.5

53.2

53.1

53.0

52.5

51.8

48.9

42.5

22.2

19.8

17.0

6.1

2.8

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

口 の 中 を 清 潔にし ている(歯磨き、うが

い な ど )

規 則 的 な 生 活を心がけている( 夜更かし

を し な い な ど)

休 養 や 睡 眠 を十分 にとっ ている

栄 養 バ ラ ン スやか む回数に気をつけて

食 事 を し て いる

定 期 的 に 健 康診断 を受け ている

ウ ォ ー キ ン グや体 操など、定期的に運

動 を し て い る

か か り つ け 医(主 治医) に定期的に診て

も ら っ て い る

気 持 ち を で きる限 り明るく保っている

パ ズ ル や 計 算作業 など、脳のトレーニ

ン グ に 取 り 組んで いる

た ば こ を や めた、 または本数を減らし

て い る

飲 酒 回 数 や 飲酒量 を減ら してい る

そ の 他

特 に な い

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)

栄

養

バ

ラ

ン

ス

や

か

む

回

数

に

気

を

つ

け

て

食

事

を

し

て

い

る

口

の

中

を

清

潔

に

し

て

い

る

(

歯

磨

き

、
う

が

い

な

ど

)

ウ

ォ
ー

キ

ン

グ

や

体

操

な

ど

、
定

期

的

に

運

動

を

し

て

い

る

規

則

的

な

生

活

を

心

が

け

て

い

る

(

夜

更

か

し

を

し

な

い

な

ど

)

た

ば

こ

を

や

め

た

、
ま

た

は

本

数

を

減

ら

し

て

い

る

飲

酒

回

数

や

飲

酒

量

を

減

ら

し

て

い

る

パ

ズ

ル

や

計

算

作

業

な

ど

、
脳

の

ト

レ
ー

ニ

ン

グ

に

取

り

組

ん

で

い

る

定

期

的

に

健

康

診

断

を

受

け

て

い

る

か

か

り

つ

け

医

(

主

治

医

)

に

定

期

的

に

診

て

も

ら

っ
て

い

る

気

持

ち

を

で

き

る

限

り

明

る

く

保

っ
て

い

る

休

養

や

睡

眠

を

十

分

に

と

っ
て

い

る

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全体(n=2,361) 53.0 69.5 51.8 53.2 19.8 17.0 22.2 52.5 48.9 42.5 53.1 6.1 2.8 1.1

40～64歳(n=492) 41.3 59.8 38.8 38.2 17.3 14.4 12.2 54.9 19.7 30.5 36.8 3.0 5.5 0.2

65歳以上(n=1,869) 56.1 72.1 55.2 57.1 20.4 17.7 24.8 51.9 56.6 45.7 57.4 6.8 2.0 1.3

年齢別



１．市民一般調査 

15 

（13）府中市の介護予防に望むこと（問15） 

府中市の介護予防に望むことは、「誰でも気軽に参加しやすいように介護予防事業の内容を改善す

る」（38.9％）が最も多く、「さまざまな介護予防事業を継続的に実施する」（37.8％）、「身近な

場所での住民が中心となった通いの場の取組を推進する」（30.7％）が続いている。 

年齢別にみると、40～64 歳は「さまざまな介護予防事業を継続的に実施する」（55.5％）が 65 歳

以上に比べ高くなっている。 

 

■府中市の介護予防に望むこと 

 

 

 

誰でも気軽に参加しやすいように

介護予防事業の内容を改善する
さまざまな介護予防事業を

継続的に実施する
身近な場所での住民が中心となっ

た通いの場の取組を推進する
隣近所の住民による声掛けや

誘い合いを促進する
自分の介護予防の効果を一目で

見られる情報を提供する
全国の最新の取組を知らせる

情報を提供する
介護予防は効果がないので

必要ない

その他

特にない

無回答

38.9

37.8

30.7

20.5

14.1

12.4

0.9

4.2

18.3

7.8

0 10 20 30 40 50

誰 で も 気 軽 に参加 しやすいように介護

予 防 事 業 の 内容を 改善す る

さ ま ざ ま な 介護予 防事業を継続的に実

施 す る

身 近 な 場 所 での住 民が中心となった通

い の 場 の 取 組を推 進する

隣 近 所 の 住 民によ る声掛けや誘い合い

を 促 進 す る

自 分 の 介 護 予防の 効果を一目で見られ

る 情 報 を 提 供する

全 国 の 最 新 の取組 を知らせる情報を提

供 す る

介 護 予 防 は 効果が ないの で必要ない

そ の 他

特 に な い

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)

さ

ま

ざ

ま

な

介

護

予

防

事

業

を

継

続

的

に

実

施

す

る

誰

で

も

気

軽

に

参

加

し

や

す

い

よ

う

に

介

護

予

防

事

業

の

内

容

を

改

善

す

る

身

近

な

場

所

で

の

住

民

が

中

心

と

な

っ
た

通

い

の

場

の

取

組

を

推

進

す

る

隣

近

所

の

住

民

に

よ

る

声

掛

け

や

誘

い

合

い

を

促

進

す

る

自

分

の

介

護

予

防

の

効

果

を

一

目

で

見

ら

れ

る

情

報

を

提

供

す

る 全

国

の

最

新

の

取

組

を

知

ら

せ

る

情

報

を

提

供

す

る

介

護

予

防

は

効

果

が

な

い

の

で

必

要

な

い

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全体(n=2,361) 37.8 38.9 30.7 20.5 14.1 12.4 0.9 4.2 18.3 7.8

40～64歳(n=492) 55.5 44.9 28.3 19.3 20.5 18.7 1.2 2.6 10.6 0.8

65歳以上(n=1,869) 33.1 37.3 31.4 20.8 12.4 10.8 0.9 4.7 20.3 9.6

年齢別
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（14）住民主体の介護予防活動のために必要なこと（問16） 

住民主体の介護予防活動のために必要なことは、「会場の確保」（40.9％）が最も多く、「活動す

る仲間」（40.2％）、「介護予防の知識と技術」（39.5％）が続いている。 

年齢別にみると、40～64 歳は「経費の補助」（52.2％）、「介護予防の知識と技術」（51.6％）、

「活動する仲間」（48.2％）が 65歳以上に比べ高くなっている。 

 

■住民主体の介護予防活動のために必要なこと 

 

 

 

会場の確保

活動する仲間

介護予防の知識と技術

経費の補助

リーダー役となる住民

送迎

その他

わからない

無回答

40.9

40.2

39.5

32.7

25.7

15.8

1.7

17.5

8.4

0 10 20 30 40 50

会 場 の 確 保

活 動 す る 仲 間

介 護 予 防 の 知識と 技術

経 費 の 補 助

リ ー ダ ー 役 となる 住民

送 迎

そ の 他

わ か ら な い

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)

会

場

の

確

保

経

費

の

補

助

介

護

予

防

の

知

識

と

技

術

リ
ー

ダ
ー

役

と

な

る

住

民

活

動

す

る

仲

間

送

迎

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全体(n=2,361) 40.9 32.7 39.5 25.7 40.2 15.8 1.7 17.5 8.4

40～64歳(n=492) 42.5 52.2 51.6 27.2 48.2 20.1 1.2 11.2 1.2

65歳以上(n=1,869) 40.5 27.5 36.3 25.3 38.0 14.7 1.8 19.1 10.3

年齢別
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６ 生活習慣について 

（１）普段の食事の状況（自炊・手料理、中食、外食）（問17） 

普段の食事の状況について、「自炊・手料理」は『朝』が 88.7％、『昼』が 63.3％、『夜』が 89.2％

となっている。 

性別にみると、男性は『昼』の「外食」（19.9％）が女性に比べ高く、女性は『昼』の「自炊・手

料理」（69.7％）が男性に比べ高くなっている。 

また、年齢別にみると、40～64 歳は『昼』の「中食」（30.1％）「外食」（30.9％）が 65 歳以上

に比べ高く、65歳以上は『昼』の「自炊・手料理」（69.8％）が 40～64歳に比べ高くなっている。 

 

■普段の食事の状況（自炊・手料理、中食、外食） 

 

 
 

外食

全体(n=2,361) 自炊・手料理 中食 無回答

朝

昼

夜

88.7

63.3

89.2

5.2

19.3

5.1

1.2

13.1

2.6

4.9

4.3

3.1

(%)

自

炊

・

手

料

理

中

食

外

食

無

回

答

全体(n=2,361) 88.7 5.2 1.2 4.9

男性(n=1,085) 83.9 7.7 2.3 6.1

女性(n=1,243) 93.0 3.0 0.3 3.7

全体(n=2,361) 63.3 19.3 13.1 4.3

男性(n=1,085) 55.9 19.6 19.9 4.5

女性(n=1,243) 69.7 19.0 7.4 3.9

全体(n=2,361) 89.2 5.1 2.6 3.1

男性(n=1,085) 85.6 7.3 4.1 3.0

女性(n=1,243) 92.3 3.2 1.4 3.1

全体(n=2,361) 88.7 5.2 1.2 4.9

40～64歳(n=492) 83.3 11.0 2.0 3.7

65歳以上(n=1,869) 90.1 3.7 1.0 5.2

全体(n=2,361) 63.3 19.3 13.1 4.3

40～64歳(n=492) 38.6 30.1 30.9 0.4

65歳以上(n=1,869) 69.8 16.5 8.4 5.3

全体(n=2,361) 89.2 5.1 2.6 3.1

40～64歳(n=492) 85.4 9.1 5.1 0.4

65歳以上(n=1,869) 90.2 4.1 1.9 3.8

夜

性別

朝

昼

夜

年齢別

朝

昼
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（２）食生活を改善するために必要なこと（問18） 

食生活を改善するために必要なことは、「食生活改善のための知識」（45.8％）が最も多く、「楽

しみながら取り組めること」（44.4％）、「短時間で調理ができること」（40.1％）が続いている。 

性別にみると、男性は「家族の協力・助け(食事を作るなど)」（48.1％）が女性に比べ高く、女性

は「楽しみながら取り組めること」（52.9％）、「短時間で調理ができること」（52.9％）が男性に

比べ高くなっている。 

また、年齢別にみると、40～64 歳は「食生活改善のための知識」（54.3％）が 65 歳以上に比べ高

くなっている。 

 

■食生活を改善するために必要なこと 

 

 

 

食生活改善のための知識

楽しみながら取り

組めること

短時間で調理ができること

家族の協力・助け

(食事を作るなど)
栄養に配慮した食事を

つくる技術・コツ

結果が出ること

適切な情報が得られること

栄養に配慮した食事を提供して

くれる店があること
管理栄養士など

専門家のアドバイス

一緒に取り組む仲間

テレビ番組や広告などでの過度

の刺激や誘惑がなくなること

その他

わからない

無回答

45.8

44.4

40.1

37.0

36.9

22.8

20.7

15.8

12.9

6.1

5.4

3.4

5.0

4.2

0 10 20 30 40 50

食 生 活 改 善 のため の知識

楽 し み な が ら取り 組める こと

短 時 間 で 調 理がで きるこ と

家 族 の 協 力 ・助け (食事 を作るなど)

栄 養 に 配 慮 した食 事をつくる技術・コ

ツ

結 果 が 出 る こと

適 切 な 情 報 が得ら れるこ と

栄 養 に 配 慮 した食 事を提供してくれる

店 が あ る こ と

管 理 栄 養 士 など専 門家の アドバイス

一 緒 に 取 り 組む仲 間

テ レ ビ 番 組 や広告 などでの過度の刺激

や 誘 惑 が な くなる こと

そ の 他

わ か ら な い

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)

食

生

活

改

善

の

た

め

の

知

識

家

族

の

協

力

・

助

け

(

食

事

を

作

る

な

ど

)

楽

し

み

な

が

ら

取

り

組

め

る

こ

と

結

果

が

出

る

こ

と

栄

養

に

配

慮

し

た

食

事

を

つ

く

る

技

術

・

コ

ツ

管

理

栄

養

士

な

ど

専

門

家

の

ア

ド

バ

イ

ス

短

時

間

で

調

理

が

で

き

る

こ

と

一

緒

に

取

り

組

む

仲

間

適

切

な

情

報

が

得

ら

れ

る

こ

と

栄

養

に

配

慮

し

た

食

事

を

提

供

し

て

く

れ

る

店

が

あ

る

こ

と

テ

レ

ビ

番

組

や

広

告

な

ど

で

の

過

度

の

刺

激

や

誘

惑

が

な

く

な

る

こ

と

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全体(n=2,361) 45.8 37.0 44.4 22.8 36.9 12.9 40.1 6.1 20.7 15.8 5.4 3.4 5.0 4.2

男性(n=1,085) 46.7 48.1 34.9 20.9 33.3 11.4 25.8 5.4 19.1 15.7 5.5 3.1 7.5 4.0

女性(n=1,243) 45.2 27.7 52.9 24.5 40.1 14.4 52.9 6.7 22.3 16.1 5.2 3.7 2.5 4.3

全体(n=2,361) 45.8 37.0 44.4 22.8 36.9 12.9 40.1 6.1 20.7 15.8 5.4 3.4 5.0 4.2

40～64歳(n=492) 54.3 43.7 43.3 31.3 34.6 13.6 44.1 5.9 24.0 23.6 3.7 3.9 3.0 0.4

65歳以上(n=1,869) 43.6 35.2 44.7 20.5 37.6 12.7 39.1 6.2 19.9 13.8 5.8 3.3 5.5 5.2

性別

年齢別
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（３）運動習慣を改善するために必要なこと（問19） 

運動習慣を改善するために必要なことは、「楽しみながら取り組めること」（73.7％）が最も多く、

「簡単にできること」（57.6％）、「体を動かしたり、運動する場所」（33.1％）が続いている。 

性別にみると、女性は「簡単にできること」（63.6％）が男性に比べ高くなっている。 

 

■運動習慣を改善するために必要なこと 

 

 
 

楽しみながら

取り組めること

簡単にできること

体を動かしたり、

運動する場所

結果が出ること

一緒に取り組む仲間

体づくりや運動に

関する知識
スポーツ指導員など

専門家のアドバイス
スポーツクラブに通う

ための経済的なゆとり

家族の協力・助け

運動などの技術

その他

わからない

無回答

73.7

57.6

33.1

31.6

25.7

23.2

20.2

17.0

10.3

5.3

4.2

3.1

3.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80

楽 し み な が ら取り 組める こと

簡 単 に で き ること

体 を 動 か し たり、 運動す る場所

結 果 が 出 る こと

一 緒 に 取 り 組む仲 間

体 づ く り や 運動に 関する 知識

ス ポ ー ツ 指 導員な ど専門家のアドバイ

ス

ス ポ ー ツ ク ラブに 通うための経済的な

ゆ と り

家 族 の 協 力 ・助け

運 動 な ど の 技術

そ の 他

わ か ら な い

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)

楽

し

み

な

が

ら

取

り

組

め

る

こ

と

結

果

が

出

る

こ

と

体

を

動

か

し

た

り

、
運

動

す

る

場

所

体

づ

く

り

や

運

動

に

関

す

る

知

識

簡

単

に

で

き

る

こ

と

家

族

の

協

力

・

助

け

一

緒

に

取

り

組

む

仲

間

ス

ポ
ー

ツ

指

導

員

な

ど

専

門

家

の

ア

ド

バ

イ

ス

運

動

な

ど

の

技

術

ス

ポ
ー

ツ

ク

ラ

ブ

に

通

う

た

め

の

経

済

的

な

ゆ

と

り

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全体(n=2,361) 73.7 31.6 33.1 23.2 57.6 10.3 25.7 20.2 5.3 17.0 4.2 3.1 3.8

男性(n=1,085) 70.1 30.6 32.7 24.5 51.4 12.4 23.1 16.1 6.7 17.8 4.2 4.1 3.3

女性(n=1,243) 76.8 32.7 33.4 22.1 63.6 8.5 28.0 23.6 4.0 16.5 3.9 2.3 4.1

性別
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（４）こころの健康づくりのために必要なこと（問20） 

こころの健康づくりのために必要なことは、「個人が悩みやストレスをためないような工夫」（73.0％）

が最も多く、「地域でのスポーツ、趣味のサークルなどのストレス発散の場への参加」（39.2％）、

「こころの健康に対する正しい情報の提供」（27.8％）が続いている。 

年齢別にみると、40～64 歳は「学校や職場におけるこころの健康づくりの推進」（27.0％）が 65

歳以上に比べ高くなっている。 

 

■こころの健康づくりのために必要なこと 

 

 

 

個人が悩みやストレスを

ためないような工夫
地域でのスポーツ、趣味のサークル

などのストレス発散の場への参加
こころの健康に対する

正しい情報の提供
地域での心の健康相談などが

気軽にできる場の充実
かかりつけ医のこころの健康づくり

に対する知識や診療能力の向上
学校や職場におけるこころの

健康づくりの推進
学校や職場などで心の健康づくりの

アドバイスを行える人材育成
うつ予防や自殺防止に関する

普及啓発

その他

わからない

無回答

73.0

39.2

27.8

23.0

15.5

12.2

11.5

9.7

3.1

5.7

4.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80

個 人 が 悩 み やスト レスをためないよう

な 工 夫

地 域 で の ス ポーツ 、趣味のサークルな

ど の ス ト レ ス発散 の場へ の参加

こ こ ろ の 健 康に対 する正しい情報の提

供

地 域 で の 心 の健康 相談などが気軽にで

き る 場 の 充 実

か か り つ け 医のこ ころの健康づくりに

対 す る 知 識 や診療 能力の 向上

学 校 や 職 場 におけ るこころの健康づく

り の 推 進

学 校 や 職 場 などで 心の健康づくりのア

ド バ イ ス を 行える 人材育 成

う つ 予 防 や 自殺防 止に関する普及啓発

そ の 他

わ か ら な い

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)

個

人

が

悩

み

や

ス

ト

レ

ス

を

た

め

な

い

よ

う

な

工

夫

学

校

や

職

場

に

お

け

る

こ

こ

ろ

の

健

康

づ

く

り

の

推

進

地

域

で

の

ス

ポ
ー

ツ

、
趣

味

の

サ
ー

ク

ル

な

ど

の

ス

ト

レ

ス

発

散

の

場

へ

の

参

加

地

域

で

の

心

の

健

康

相

談

な

ど

が

気

軽

に

で

き

る

場

の

充

実

か

か

り

つ

け

医

の

こ

こ

ろ

の

健

康

づ

く

り

に

対

す

る

知

識

や

診

療

能

力

の

向

上

こ

こ

ろ

の

健

康

に

対

す

る

正

し

い

情

報

の

提

供

う

つ

予

防

や

自

殺

防

止

に

関

す

る

普

及

啓

発

学

校

や

職

場

な

ど

で

心

の

健

康

づ

く

り

の

ア

ド

バ

イ

ス

を

行

え

る

人

材

育

成

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全体(n=2,361) 73.0 12.2 39.2 23.0 15.5 27.8 9.7 11.5 3.1 5.7 4.4

40～64歳(n=492) 76.6 27.0 35.6 27.0 14.0 27.8 14.4 20.5 3.5 3.7 1.0

65歳以上(n=1,869) 72.1 8.3 40.1 21.9 15.8 27.8 8.5 9.1 3.0 6.3 5.2

年齢別
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７ 認知症について 

（１）認知症について知っていること（問21） 

認知症について知っていることは、「認知症は、脳の病気を原因疾患とし、誰にでも起こりうるも

のであること」（83.6％）が最も多く、「認知症は高齢期だけでなく、若い世代でも発症する若年性

認知症があること」（82.5％）、「認知症の症状には、記憶障害や時間・場所がわからなくなるなど

共通の症状と、妄想、幻覚、徘徊など個人差のある症状があること」（81.8％）が続いている。 

 

■認知症について知っていること 

 

 

（２）認知症予防啓発活動への参加・認知状況（問22） 

認知症予防啓発活動について、「参加したことがある」「現在参加している」を合わせた“参加状

況”は、『認知症サポーター｢ささえ隊｣養成講座』が 4.2％、『認知症に関する講演会やシンポジウ

ム』が 5.7％となっている。「参加したことがある」「現在参加している」「知っているが参加した

ことがない」を合わせた“認知度”は、『認知症サポーター｢ささえ隊｣養成講座』が 30.4％、『認知

症に関する講演会やシンポジウム』が 37.0％となっている。 

性別にみると、女性は“認知度”が男性に比べ高くなっている。 

また、年齢別にみると、65歳以上は“認知度”が 40～64歳に比べ高くなっている。 

 

■認知症予防啓発活動への参加・認知状況 

 

認知症は、脳の病気を原因疾患とし、

誰にでも起こりうるものであること

認知症は高齢期だけでなく、若い世代でも

発症する若年性認知症があること

認知症の症状には、記憶障害や時間・場所がわ

からなくなるなど共通の症状と、妄想、幻覚、

徘徊など個人差のある症状があること

認知症は早期に発見することにより、

進行を遅らせることができること

認知症の抑制には、食生活や生活習慣などで

改善の効果があると認められていること

どれも知らなかった

無回答

83.6

82.5

81.8

75.1

50.7

2.0

2.8

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

認 知 症 は 、 脳の病 気を原 因疾患 とし、誰にでも起

こ り う る も のであ ること

認 知 症 は 高 齢期だ けでな く、若 い世代でも発症す

る 若 年 性 認 知症が あるこ と

認 知 症 の 症 状には 、記憶 障害や 時間・場所がわか

ら な く な る など共 通の症 状と、 妄想、幻覚、徘徊

な ど 個 人 差 のある 症状が あるこ と

認 知 症 は 早 期に発 見する ことに より、進行を遅ら

せ る こ と が できる こと

認 知 症 の 抑 制には 、食生 活や生 活習慣などで改善

の 効 果 が あ ると認 められ ている こと

ど れ も 知 ら なかっ た

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)

全体(n=2,361) 知らない 参加したくない

認知症サポーター

｢ささえ隊｣養成講座

認知症に関する講演会や

シンポジウム

      現在参加している

参加したことがある

3.9

5.5

0.3

0.2

26.2

31.3

58.3

50.8

5.5

5.5

5.8

6.8

知っているが参加

したことがない

無回答

(%)
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（３）認知症になっても住み慣れた家で暮らしたいか（問23） 

認知症になっても住み慣れた家で暮らしたいかは、「できることならば住み慣れた家で暮らし続け

たい」（47.7％）が最も多く、「適切な施設があれば入所したい」（29.2％）、「どうしても住み慣

れた家で暮らし続けたい」（11.5％）が続いている。 

性別にみると、女性は「適切な施設があれば入所したい」（33.7％）が男性に比べ高くなっている。 

 

■認知症になっても住み慣れた家で暮らしたいか 

 

 

 

参

加

し

た

こ

と

が

あ

る

現

在

参

加

し

て

い

る

知

っ
て

い

る

が

参

加

し

た

こ

と

が

な

い

知

ら

な

い

参

加

し

た

く

な

い

無

回

答

認

知

度

全体(n=2,361) 3.9 0.3 26.2 58.3 5.5 5.8 30.4

男性(n=1,085) 3.1 0.4 17.5 68.8 6.0 4.1 21.0

女性(n=1,243) 4.7 0.2 33.5 49.4 5.1 7.1 38.4

全体(n=2,361) 5.5 0.2 31.3 50.8 5.5 6.8 36.9

男性(n=1,085) 3.6 0.1 23.4 61.3 6.4 5.3 27.1

女性(n=1,243) 7.2 0.2 38.2 41.8 4.7 7.7 45.7

全体(n=2,361) 3.9 0.3 26.2 58.3 5.5 5.8 30.4

40～64歳(n=492) 1.4 0.0 15.4 77.6 3.3 2.2 16.9

65歳以上(n=1,869) 4.5 0.4 29.0 53.2 6.2 6.7 33.9

全体(n=2,361) 5.5 0.2 31.3 50.8 5.5 6.8 36.9

40～64歳(n=492) 2.0 0.0 22.2 70.1 3.5 2.2 24.2

65歳以上(n=1,869) 6.4 0.2 33.7 45.7 6.0 8.0 40.3

年齢別

認知症サポーター｢ささ

え隊｣養成講座

認知症に関する講演会

やシンポジウム

性別

認知症サポーター｢ささ

え隊｣養成講座

認知症に関する講演会

やシンポジウム

適切な施設があれ

ば入所したい
わからない

無回答

全体(n=2,361)

できることならば住み慣れた家で

暮らし続けたい

どうしても住み慣れた家で暮らし続けたい

11.5 47.7 29.2 8.8 2.8
(%)

ど

う

し

て

も

住

み

慣

れ

た

家

で

暮

ら

し

続

け

た

い

で

き

る

こ

と

な

ら

ば

住

み

慣

れ

た

家

で

暮

ら

し

続

け

た

い

適

切

な

施

設

が

あ

れ

ば

入

所

し

た

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全体(n=2,361) 11.5 47.7 29.2 8.8 2.8

男性(n=1,085) 14.3 49.9 23.8 9.8 2.3

女性(n=1,243) 9.0 45.9 33.7 8.2 3.1

性別
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（４）認知症になっても住み慣れた地域で生活するために必要なこと（問24） 

認知症になっても住み慣れた地域で生活するために必要なことは、「認知症の高齢者や家族を支援

する福祉サービスの充実」（66.5％）が最も多く、「認知症の相談窓口や相談体制の整備」（50.9％）、

「認知症対応型通所介護(認知症高齢者が施設に通い本人にあった活動に参加する)・ショートステイ

などの整備」（47.0％）が続いている。 

性別にみると、女性は「認知症対応型通所介護(認知症高齢者が施設に通い本人にあった活動に参加

する)・ショートステイなどの整備」（52.7％）が男性に比べ高くなっている。 

また、年齢別にみると、40～64 歳は「認知症の高齢者や家族を支援する福祉サービスの充実」

（76.4％）、「認知症対応型通所介護(認知症高齢者が施設に通い本人にあった活動に参加する)・シ

ョートステイなどの整備」（54.7％）が 65歳以上に比べ高くなっている。 

 

■認知症になっても住み慣れた地域で生活するために必要なこと 

 

 

認知症の高齢者や家族を

支援する福祉サービスの充実

認知症の相談窓口や相談体制の整備

認知症対応型通所介護(認知症高齢者

が施設に通い本人にあった活動に参加

する)・ショートステイなどの整備

地域による見守りや支援体制の充実

特別養護老人ホームなどの整備

認知症対応型共同生活介護

(グループホーム)などの

専門的な施設の整備

認知症ケアに関する専門職の育成

認知症についての啓発活動の充実

その他

無回答

66.5

50.9

47.0

46.4

40.2

35.2

31.6

25.8

1.9

7.1

0 10 20 30 40 50 60 70

認 知 症 の 高 齢者や 家族を支援する福祉

サ ー ビ ス の 充実

認 知 症 の 相 談窓口 や相談 体制の整備

認 知 症 対 応 型通所介護( 認知症高齢者が

施 設 に 通 い 本人に あった活動に参加す

る ) ・ シ ョ ートス テイな どの整 備

地 域 に よ る 見守り や支援 体制の充実

特 別 養 護 老 人ホー ムなど の整備

認 知 症 対 応 型共同 生活介 護(グループ

ホ ー ム ) な どの専 門的な 施設の 整備

認 知 症 ケ ア に関す る専門 職の育 成

認 知 症 に つ いての 啓発活 動の充 実

そ の 他

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)

認

知

症

に

つ

い

て

の

啓

発

活

動

の

充

実

認

知

症

の

相

談

窓

口

や

相

談

体

制

の

整

備

地

域

に

よ

る

見

守

り

や

支

援

体

制

の

充

実

認

知

症

の

高

齢

者

や

家

族

を

支

援

す

る

福

祉

サ
ー

ビ

ス

の

充

実

認

知

症

対

応

型

通

所

介

護

(

認

知

症

高

齢

者

が

施

設

に

通

い

本

人

に

あ

っ
た

活

動

に

参

加

す

る

)

・

シ

ョ
ー

ト

ス

テ

イ

な

ど

の

整

備

認

知

症

対

応

型

共

同

生

活

介

護

(

グ

ル
ー

プ

ホ
ー

ム

)

な

ど

の

専

門

的

な

施

設

の

整

備 特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム

な

ど

の

整

備

認

知

症

ケ

ア

に

関

す

る

専

門

職

の

育

成

そ

の

他

無

回

答

全体(n=2,361) 25.8 50.9 46.4 66.5 47.0 35.2 40.2 31.6 1.9 7.1

男性(n=1,085) 28.1 50.1 46.5 66.5 40.7 31.5 39.8 27.4 2.1 5.6

女性(n=1,243) 24.0 51.9 47.0 66.9 52.7 38.5 40.7 35.2 1.7 8.0

全体(n=2,361) 25.8 50.9 46.4 66.5 47.0 35.2 40.2 31.6 1.9 7.1

40～64歳(n=492) 23.4 53.9 52.2 76.4 54.7 41.7 39.0 33.5 1.6 2.8

65歳以上(n=1,869) 26.5 50.1 44.9 63.8 44.9 33.5 40.6 31.1 1.9 8.2

性別

年齢別
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８ 地域生活と日ごろの活動について 

（１）近所づきあいの程度（問25） 

近所づきあいの程度は、「道で会えばあいさつをする程度の人ならいる」（39.6％）が最も多く、

「差し障りのないことなら話せる人がいる」（33.0％）、「個人的なことを相談し合える人がいる」

（13.9％）が続いている。 

性別にみると、女性は「個人的なことを相談し合える人がいる」（19.1％）、「差し障りのないこ

となら話せる人がいる」（38.1％）が男性に比べ高く、男性は「道で会えばあいさつをする程度の人

ならいる」（48.5％）、「ほとんど近所づきあいをしない」（14.6％）が女性に比べ高くなっている。 

また、年齢別にみると、65歳以上は「個人的なことを相談し合える人がいる」（15.2％）、「差し

障りのないことなら話せる人がいる」（35.4％）が 40～64 歳に比べ高く、40～64 歳は「道で会えば

あいさつをする程度の人ならいる」（46.1％）、「ほとんど近所づきあいをしない」（18.9％）が 65

歳以上に比べ高くなっている。 

 

■近所づきあいの程度 

 

 

個人的なことを相談

し合える人がいる
無回答

全体(n=2,361)

道で会えばあいさつをする程度の

人ならいる

差し障りのないことなら話せる人がいる ほとんど近所づきあいをしない

13.9 33.0 39.6 10.7 2.8
(%)

個

人

的

な

こ

と

を

相

談

し

合

え

る

人

が

い

る

差

し

障

り

の

な

い

こ

と

な

ら

話

せ

る

人

が

い

る

道

で

会

え

ば

あ

い

さ

つ

を

す

る

程

度

の

人

な

ら

い

る

ほ

と

ん

ど

近

所

づ

き

あ

い

を

し

な

い

無

回

答

全体(n=2,361) 13.9 33.0 39.6 10.7 2.8

男性(n=1,085) 7.7 27.2 48.5 14.6 2.0

女性(n=1,243) 19.1 38.1 32.0 7.4 3.4

全体(n=2,361) 13.9 33.0 39.6 10.7 2.8

40～64歳(n=492) 8.9 24.0 46.1 18.9 2.0

65歳以上(n=1,869) 15.2 35.4 37.9 8.5 3.0

性別

年齢別
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（２）近所づきあいをしていない理由（問25-1） 

「道で会えばあいさつをする程度の人ならいる」「ほとんど近所づきあいをしない」と回答した人

に近所づきあいをしていない理由をきいたところ、「普段つきあう機会がないから」（59.1％）が最

も多く、「仕事や家事で忙しく時間がないから」（29.1％）、「あまり関わりを持ちたくないから」

（26.1％）が続いている。 

年齢別にみると、40～64 歳は「仕事や家事で忙しく時間がないから」（55.6％）が 65 歳以上に比

べ高く、65歳以上は「気の合う人・話の合う人が近くにいないから」（24.2％）、「あまり関わりを

持ちたくないから」（29.4％）が 40～64歳に比べ高くなっている。 

 

■近所づきあいをしていない理由 

 

 

 

普段つきあう

機会がないから
仕事や家事で忙しく

時間がないから
あまり関わりを

持ちたくないから
気の合う人・話の合う人

が近くにいないから
同世代の人が近くに

いないから
引っ越してきて

間もないから

その他

無回答

59.1

29.1

26.1

21.7

9.6

6.9

2.9

4.1

0 10 20 30 40 50 60 70

普 段 つ き あ う機会 がない から

仕 事 や 家 事 で忙し く時間 がないから

あ ま り 関 わ りを持 ちたく ないか ら

気 の 合 う 人 ・話の 合う人が近くにいな

い か ら

同 世 代 の 人 が近く にいな いから

引 っ 越 し て きて間 もない から

そ の 他

無 回 答

(%)

全体(n=1,187)

仕

事

や

家

事

で

忙

し

く

時

間

が

な

い

か

ら

引

っ
越

し

て

き

て

間

も

な

い

か

ら

普

段

つ

き

あ

う

機

会

が

な

い

か

ら

同

世

代

の

人

が

近

く

に

い

な

い

か

ら

気

の

合

う

人

・

話

の

合

う

人

が

近

く

に

い

な

い

か

ら

あ

ま

り

関

わ

り

を

持

ち

た

く

な

い

か

ら

そ

の

他

無

回

答

全体(n=1,187) 29.1 6.9 59.1 9.6 21.7 26.1 2.9 4.1

40～64歳(n=320) 55.6 8.4 64.7 7.2 15.0 17.2 2.2 1.9

65歳以上(n=867) 19.3 6.3 57.0 10.5 24.2 29.4 3.2 5.0

年齢別
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（３）日常生活が不自由になったとき地域の人たちにしてほしい手助け（問26） 

日常生活が不自由になったとき地域の人たちにしてほしい手助けは、「安否確認など」（44.9％）

が最も多く、「災害時の手助け」（36.8％）、「炊事・洗濯・掃除などの家事」（24.8％）が続いて

いる。 

年齢別にみると、40～64歳は「災害時の手助け」（44.5％）が 65歳以上に比べ高くなっている。 

 

■日常生活が不自由になったとき地域の人たちにしてほしい手助け 

 

 

 

安否確認など

災害時の手助け

炊事・洗濯・掃除

などの家事

ちょっとした買い物

介護などの相談相手

趣味など世間話の相手

外出の付添い

電球交換や簡単な

大工仕事
ゴミ出し・雨戸の開け閉

め
子どもや介護が必要な

家族などの預かり

その他

特にない

無回答

44.9

36.8

24.8

23.3

20.5

11.1

9.3

8.3

5.9

2.9

1.6

12.2

6.5

0 10 20 30 40 50

安 否 確 認 な ど

災 害 時 の 手 助け

炊 事 ・ 洗 濯 ・掃除 などの 家事

ち ょ っ と し た買い 物

介 護 な ど の 相談相 手

趣 味 な ど 世 間話の 相手

外 出 の 付 添 い

電 球 交 換 や 簡単な 大工仕 事

ゴ ミ 出 し ・ 雨戸の 開け閉 め

子 ど も や 介 護が必 要な家族などの預か

り

そ の 他

特 に な い

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)

安

否

確

認

な

ど

趣

味

な

ど

世

間

話

の

相

手

介

護

な

ど

の

相

談

相

手

炊

事

・

洗

濯

・

掃

除

な

ど

の

家

事

ち

ょ

っ
と

し

た

買

い

物

子

ど

も

や

介

護

が

必

要

な

家

族

な

ど

の

預

か

り

外

出

の

付

添

い

災

害

時

の

手

助

け

ゴ

ミ

出

し

・

雨

戸

の

開

け

閉

め

電

球

交

換

や

簡

単

な

大

工

仕

事

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全体(n=2,361) 44.9 11.1 20.5 24.8 23.3 2.9 9.3 36.8 5.9 8.3 1.6 12.2 6.5

40～64歳(n=492) 48.6 8.9 17.9 25.0 27.4 7.7 7.5 44.5 7.1 5.7 1.4 10.2 2.8

65歳以上(n=1,869) 43.9 11.7 21.1 24.7 22.2 1.7 9.8 34.8 5.6 8.9 1.7 12.7 7.4

年齢別
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（４）地域の支え合いとしてできること（問27） 

地域の支え合いとしてできることは、「安否確認など」（63.0％）が最も多く、「ちょっとした買

い物」（37.4％）、「災害時の手助け」（33.7％）が続いている。 

性別にみると、男性は「災害時の手助け」（42.2％）が女性に比べ高く、女性は「ちょっとした買

い物」（44.0％）が男性に比べ高くなっている。 

また、年齢別にみると、40～64 歳は「災害時の手助け」（45.9％）が 65 歳以上に比べ高くなって

いる。 

 

■地域の支え合いとしてできること 

 

 

 

安否確認など

ちょっとした買い物

災害時の手助け

趣味など世間話の相手

ゴミ出し・雨戸の

開け閉め

介護などの相談相手

外出の付添い

炊事・洗濯・掃除

などの家事
電球交換や簡単な

大工仕事
子どもや介護が必要な

家族などの預かり

その他

特にない

無回答

63.0

37.4

33.7

21.6

11.5

10.2

9.8

8.2

7.2

2.2

1.0

9.1

6.2

0 10 20 30 40 50 60 70

安 否 確 認 な ど

ち ょ っ と し た買い 物

災 害 時 の 手 助け

趣 味 な ど 世 間話の 相手

ゴ ミ 出 し ・ 雨戸の 開け閉 め

介 護 な ど の 相談相 手

外 出 の 付 添 い

炊 事 ・ 洗 濯 ・掃除 などの 家事

電 球 交 換 や 簡単な 大工仕 事

子 ど も や 介 護が必 要な家族などの預か

り

そ の 他

特 に な い

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)

安

否

確

認

な

ど

趣

味

な

ど

世

間

話

の

相

手

介

護

な

ど

の

相

談

相

手

炊

事

・

洗

濯

・

掃

除

な

ど

の

家

事

ち

ょ

っ
と

し

た

買

い

物

子

ど

も

や

介

護

が

必

要

な

家

族

な

ど

の

預

か

り

外

出

の

付

添

い

災

害

時

の

手

助

け

ゴ

ミ

出

し

・

雨

戸

の

開

け

閉

め

電

球

交

換

や

簡

単

な

大

工

仕

事

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全体(n=2,361) 63.0 21.6 10.2 8.2 37.4 2.2 9.8 33.7 11.5 7.2 1.0 9.1 6.2

男性(n=1,085) 64.1 19.1 9.9 4.1 30.0 1.5 9.0 42.2 11.2 14.1 1.0 10.5 4.3

女性(n=1,243) 62.0 23.6 10.6 11.6 44.0 2.9 10.7 26.5 11.7 1.4 1.0 8.2 7.6

全体(n=2,361) 63.0 21.6 10.2 8.2 37.4 2.2 9.8 33.7 11.5 7.2 1.0 9.1 6.2

40～64歳(n=492) 69.7 16.1 7.1 7.3 40.4 4.3 7.1 45.9 12.4 9.3 0.6 6.3 2.4

65歳以上(n=1,869) 61.3 23.0 11.0 8.4 36.7 1.7 10.5 30.5 11.3 6.6 1.1 9.9 7.2

性別

年齢別
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（５）地域活動やボランティア活動、地域行事等への参加状況（問28） 

地域活動やボランティア活動、地域行事等への参加状況は、「参加していない」（49.2％）が最も

多く、「あまり参加していない」（16.7％）、「時々参加している」（15.7％）が続いている。「参

加している」と「時々参加している」を合わせた“参加”は 28.1％「あまり参加していない」と「参

加していない」を合わせた“不参加”は 65.9％となっている。 

年齢別にみると、40～64歳は“不参加”（78.5％）が 65歳以上に比べ高くなっている。 

また、地区別にみると、最も“参加”（33.1％）が高いのは第４地区である。 

 

■地域活動やボランティア活動、地域行事等への参加状況 

 

 

 

参加している 参加していない 無回答

全体(n=2,361)

時々参加している

どちらともいえない

あまり参加していない

12.4 15.7 2.7 16.7 49.2 3.4 (%)

参

加

し

て

い

る

時

々

参

加

し

て

い

る

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

あ

ま

り

参

加

し

て

い

な

い

参

加

し

て

い

な

い

無

回

答

参

加

不

参

加

全体(n=2,361) 12.4 15.7 2.7 16.7 49.2 3.4 28.1 65.9

40～64歳(n=492) 5.5 11.2 2.4 14.2 64.2 2.4 16.7 78.5

65歳以上(n=1,869) 14.2 16.9 2.7 17.3 45.2 3.6 31.1 62.5

全体(n=2,361) 12.4 15.7 2.7 16.7 49.2 3.4 28.1 65.9

第１地区(n=457) 8.8 15.3 2.4 16.6 54.0 2.8 24.1 70.7

第２地区(n=484) 12.6 16.9 2.3 14.5 49.8 3.9 29.5 64.3

第３地区(n=428) 12.9 13.6 1.6 21.7 47.2 3.0 26.4 68.9

第４地区(n=290) 16.9 16.2 1.7 12.8 47.6 4.8 33.1 60.3

第５地区(n=299) 12.4 16.1 4.0 17.4 46.8 3.3 28.4 64.2

第６地区(n=368) 13.3 16.6 3.8 16.6 47.3 2.4 29.9 63.9

年齢別

地区別
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（５）参加している活動（問28-1） 

“参加”と回答した人に参加している活動をきいたところ、「自治会・町会などの活動」（64.6％）

が最も多く、「お祭りや運動会などのレクリエーション活動」（30.3％）、「地域でのボランティア

活動」（26.8％）が続いている。 

性別にみると、男性は「お祭りや運動会などのレクリエーション活動」（37.1％）が女性に比べ高

くなっている。 

また、年齢別にみると、40～64 歳は「子ども会やＰＴＡの活動」（30.5％）が 65 歳以上に比べ高

く、65 歳以上は「自治会・町会などの活動」（66.4％）、「地域でのボランティア活動」（28.4％）

が 40～64歳に比べ高くなっている。 

さらに地区別にみると、第４地区は「お祭りや運動会などのレクリエーション活動」（41.7％）が

全体に比べ高くなっている。 

 

■参加している活動 

 

自治会・町会などの活動

お祭りや運動会などの

レクリエーション活動
地域での

ボランティア活動

防災訓練や交通安全運動

老人クラブの活動

子ども会やＰＴＡの活動

婦人会の活動

その他

無回答

64.6

30.3

26.8

26.4

18.1

5.6

4.8

9.7

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70

自 治 会 ・ 町 会など の活動

お 祭 り や 運 動会な どのレクリエーショ

ン 活 動

地 域 で の ボ ランテ ィア活 動

防 災 訓 練 や 交通安 全運動

老 人 ク ラ ブ の活動

子 ど も 会 や ＰＴＡ の活動

婦 人 会 の 活 動

そ の 他

無 回 答

(%)

全体(n=663)
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（６）これから参加したい活動（問29） 

これから参加したい活動は、「自分の楽しみが得られる活動」（43.4％）が最も多く、「生きがい

や健康づくりができる活動」（33.9％）、「興味ある知識や教養が得られる活動」（31.9％）が続い

ている。 

 

■これから参加したい活動 

 

自

治

会

・

町

会

な

ど

の

活

動

子

ど

も

会

や

Ｐ

Ｔ

Ａ

の

活

動

老

人

ク

ラ

ブ

の

活

動

婦

人

会

の

活

動

地

域

で

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア

活

動

防

災

訓

練

や

交

通

安

全

運

動

お

祭

り

や

運

動

会

な

ど

の

レ

ク

リ

エ
ー

シ

ョ
ン

活

動

そ

の

他

無

回

答

全体(n=663) 64.6 5.6 18.1 4.8 26.8 26.4 30.3 9.7 2.3

男性(n=299) 68.6 2.7 19.7 0.0 29.4 28.4 37.1 9.0 1.7

女性(n=357) 61.1 8.1 16.8 9.0 24.9 24.6 24.4 10.4 2.8

全体(n=663) 64.6 5.6 18.1 4.8 26.8 26.4 30.3 9.7 2.3

40～64歳(n=82) 51.2 30.5 1.2 3.7 15.9 13.4 32.9 4.9 1.2

65歳以上(n=581) 66.4 2.1 20.5 5.0 28.4 28.2 29.9 10.3 2.4

全体(n=663) 64.6 5.6 18.1 4.8 26.8 26.4 30.3 9.7 2.3

第１地区(n=110) 64.5 5.5 13.6 3.6 25.5 24.5 29.1 10.9 1.8

第２地区(n=143) 59.4 7.0 16.1 2.1 24.5 25.9 25.9 11.9 3.5

第３地区(n=113) 67.3 4.4 17.7 7.1 31.0 28.3 25.7 13.3 0.9

第４地区(n=96) 62.5 6.3 30.2 6.3 21.9 32.3 41.7 5.2 4.2

第５地区(n=85) 69.4 4.7 12.9 3.5 31.8 23.5 21.2 10.6 2.4

第６地区(n=110) 67.3 4.5 19.1 6.4 27.3 24.5 38.2 4.5 0.9

性別

年齢別

地区別

自分の楽しみが

得られる活動
生きがいや健康づくり

ができる活動
興味ある知識や教養が

得られる活動
隣近所の人と

協力し合える活動

地域や社会に役立つ活動

自分の知識や経験を

生かせる活動
仲間づくりや

親しい友人ができる活動
余暇時間を

充実させる活動
行政への協力や

地域自治にかかわる活動
家庭生活を豊かにする

家族ぐるみの活動

その他

特にない

無回答

43.4

33.9

31.9

23.9

23.1

21.9

21.8

20.8

7.5

6.5

0.8

15.8

5.5

0 10 20 30 40 50

自 分 の 楽 し みが得 られる 活動

生 き が い や 健康づ くりが できる活動

興 味 あ る 知 識や教 養が得 られる活動

隣 近 所 の 人 と協力 し合え る活動

地 域 や 社 会 に役立 つ活動

自 分 の 知 識 や経験 を生か せる活 動

仲 間 づ く り や親し い友人ができる活動

余 暇 時 間 を 充実さ せる活 動

行 政 へ の 協 力や地 域自治にかかわる活

動

家 庭 生 活 を 豊かに する家族ぐるみの活

動

そ の 他

特 に な い

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)
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９ 災害時の対応について 

（１）災害対策のため自分の住所、氏名、連絡先などを事前通知することについて（問30） 

災害対策のため自分の住所、氏名、連絡先などを事前通知することについては、「名前や住所、連

絡先などの最低限の情報は知らせてもよい」が 64.2％、「最低限の情報に加え、健康状態や家族の状

況に関する情報を知らせてもよい」が 22.7％、「いずれの情報も知らせたくない」が 3.2％となって

いる。 

 

■災害対策のため自分の住所、氏名、連絡先などを事前通知することについて 

 

 

いずれの情報も知ら

せたくない
わからない

無回答

全体(n=2,361)

最低限の情報に加え、健康状態や家族の

状況に関する情報を知らせてもよい

名前や住所、連絡先などの

最低限の情報は知らせてもよい

64.2 22.7 3.2 7.0 2.9 (%)
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（２）災害に備えて市民や企業等が協働で取り組むとよいと思うもの（問31） 

災害に備えて市民や企業等が協働で取り組むとよいと思うものは、「隣近所の住民どうしの声掛け

や安否確認」（74.5％）が最も多く、「地域独自の防災マニュアルや防災マップの作成」（34.7％）、

「地域ぐるみの実践的な防災訓練の充実」（31.8％）が続いている。 

年齢別にみると、40～64 歳は「商店や会社による場の提供や備蓄品の提供など」（41.9％）が 65

歳以上に比べ高く、65 歳以上は「隣近所の住民どうしの声掛けや安否確認」（77.0％）が 40～64 歳

に比べ高くなっている。 

 

■災害に備えて市民や企業等が協働で取り組むとよいと思うもの 

 

 

 

隣近所の住民どうしの

声掛けや安否確認
地域独自の防災マニュアルや

防災マップの作成
地域ぐるみの実践的な

防災訓練の充実
商店や会社による場の

提供や備蓄品の提供など
住民たちで行う防災組織

の活動の充実
小・中学校の防災教育・

訓練の充実
隣近所の住民を対象とした

防災講習会・学習会の開催
地域内外の団体などとの

日ごろからの交流

その他

無回答

74.5

34.7

31.8

29.3

28.1

18.5

17.0

11.4

1.2

6.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

隣 近 所 の 住 民どう しの声掛けや安否確

認

地 域 独 自 の 防災マ ニュアルや防災マッ

プ の 作 成

地 域 ぐ る み の実践 的な防災訓練の充実

商 店 や 会 社 による 場の提供や備蓄品の

提 供 な ど

住 民 た ち で 行う防 災組織の活動の充実

小 ・ 中 学 校 の防災 教育・ 訓練の充実

隣 近 所 の 住 民を対 象とし た防災講習

会 ・ 学 習 会 の開催

地 域 内 外 の 団体な どとの日ごろからの

交 流

そ の 他

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)

隣

近

所

の

住

民

ど

う

し

の

声

掛

け

や

安

否

確

認

住

民

た

ち

で

行

う

防

災

組

織

の

活

動

の

充

実

地

域

ぐ

る

み

の

実

践

的

な

防

災

訓

練

の

充

実

地

域

独

自

の

防

災

マ

ニ

ュ
ア

ル

や

防

災

マ

ッ
プ

の

作

成

隣

近

所

の

住

民

を

対

象

と

し

た

防

災

講

習

会

・

学

習

会

の

開

催

小

・

中

学

校

の

防

災

教

育

・

訓

練

の

充

実

地

域

内

外

の

団

体

な

ど

と

の

日

ご

ろ

か

ら

の

交

流

商

店

や

会

社

に

よ

る

場

の

提

供

や

備

蓄

品

の

提

供

な

ど

そ

の

他

無

回

答

全体(n=2,361) 74.5 28.1 31.8 34.7 17.0 18.5 11.4 29.3 1.2 6.1

40～64歳(n=492) 64.8 27.4 31.1 40.9 14.6 27.0 11.6 41.9 0.8 2.6

65歳以上(n=1,869) 77.0 28.3 31.9 33.1 17.6 16.2 11.3 25.9 1.3 7.0

年齢別
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（３）災害時に手助けが必要な人にできること（問32） 

災害時に手助けが必要な人にできることは、「手助けの必要な人への声掛け」（63.3％）が最も多

く、「避難所での支援活動」（49.6％）、「子どものいる家族への手助け」（29.1％）が続いている。 

年齢別にみると、40～64 歳は「避難所での支援活動」（64.2％）が 65 歳以上に比べ高くなってい

る。 

 

■災害時に手助けが必要な人にできること 

 

 

 

 

手助けの必要な人への

声掛け

避難所での支援活動

子どものいる家族への

手助け

水や食糧の提供

けが人の手当て

特にできることはない

その他

無回答

63.3

49.6

29.1

15.1

10.1

14.6

3.0

4.2

0 10 20 30 40 50 60 70

手 助 け の 必 要な人 への声 掛け

避 難 所 で の 支援活 動

子 ど も の い る家族 への手 助け

水 や 食 糧 の 提供

け が 人 の 手 当て

特 に で き る ことは ない

そ の 他

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)

避

難

所

で

の

支

援

活

動

手

助

け

の

必

要

な

人

へ

の

声

掛

け

子

ど

も

の

い

る

家

族

へ

の

手

助

け

け

が

人

の

手

当

て

水

や

食

糧

の

提

供

特

に

で

き

る

こ

と

は

な

い

そ

の

他

無

回

答

全体(n=2,361) 49.6 63.3 29.1 10.1 15.1 14.6 3.0 4.2

40～64歳(n=492) 64.2 65.7 34.8 8.5 9.1 7.7 1.8 1.6

65歳以上(n=1,869) 45.8 62.7 27.6 10.5 16.7 16.4 3.3 4.8

年齢別
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10 情報について 

（１）健康や介護、福祉サービス、地域活動の情報入手先（問33） 

健康や介護、福祉サービス、地域活動の情報入手先は、「市の広報紙・ホームページ」（70.8％）

が最も多く、「新聞・雑誌・テレビ・ラジオ」（36.1％）、「友人・知人、近隣の人」（25.4％）が

続いている。 

性別にみると、女性は「友人・知人、近隣の人」（30.5％）が男性に比べ高くなっている。 

年齢別にみると、65歳以上は「地域包括支援センター」（14.7％）、「友人・知人、近隣の人」（27.7％）、

「新聞・雑誌・テレビ・ラジオ」（38.8％）が 40～64歳に比べ高く、40～64歳は「インターネット、

ＳＮＳ」（26.2％）が 65歳以上に比べ高くなっている。 

 

■健康や介護、福祉サービス、地域活動の情報入手先 

 

 

市の広報紙・

ホームページ
新聞・雑誌・

テレビ・ラジオ

友人・知人、近隣の人

家族や親族

地域包括支援センター

病院・診療所・

歯科医・薬剤師など

インターネット、ＳＮＳ

市の相談窓口

介護予防推進センター

社会福祉協議会

ケアマネジャー

(介護支援専門員)

講演会・講習会等

保健所・保健センター

民生委員・児童委員

ホームヘルパー

(訪問介護員)

その他

特にない

無回答

70.8

36.1

25.4

18.2

12.2

11.2

9.9

4.5

4.2

4.1

3.7

3.6

2.9

2.6

0.8

2.4

8.4

2.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

市 の 広 報 紙 ・ホー ムペー ジ

新 聞 ・ 雑 誌 ・テレ ビ・ラ ジオ

友 人 ・ 知 人 、近隣 の人

家 族 や 親 族

地 域 包 括 支 援セン ター

病 院 ・ 診 療 所・歯 科医・ 薬剤師など

イ ン タ ー ネ ット、 ＳＮＳ

市 の 相 談 窓 口

介 護 予 防 推 進セン ター

社 会 福 祉 協 議会

ケ ア マ ネ ジ ャー( 介護支 援専門 員)

講 演 会 ・ 講 習会等

保 健 所 ・ 保 健セン ター

民 生 委 員 ・ 児童委 員

ホ ー ム ヘ ル パー( 訪問介 護員)

そ の 他

特 に な い

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)

市

の

広

報

紙

・

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

市

の

相

談

窓

口

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ
ー

保

健

所

・

保

健

セ

ン

タ
ー

社

会

福

祉

協

議

会

介

護

予

防

推

進

セ

ン

タ
ー

病

院

・

診

療

所

・

歯

科

医

・

薬

剤

師

な

ど

ホ
ー

ム

ヘ

ル

パ
ー

(

訪

問

介

護

員

)

ケ

ア

マ

ネ

ジ

ャ
ー

(

介

護

支

援

専

門

員

)

民

生

委

員

・

児

童

委

員 家

族

や

親

族

友

人

・

知

人

、
近

隣

の

人

新

聞

・

雑

誌

・

テ

レ

ビ

・

ラ

ジ

オ

講

演

会

・

講

習

会

等

イ

ン

タ
ー

ネ

ッ
ト

、

Ｓ

Ｎ

Ｓ

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全体(n=2,361) 70.8 4.5 12.2 2.9 4.1 4.2 11.2 0.8 3.7 2.6 18.2 25.4 36.1 3.6 9.9 2.4 8.4 2.7

男性(n=1,085) 68.3 5.5 9.6 3.0 3.7 3.3 13.5 0.7 2.9 1.8 21.6 19.6 37.2 2.8 12.5 2.5 10.6 2.1

女性(n=1,243) 73.0 3.7 14.8 2.8 4.5 5.0 8.8 0.8 4.5 3.2 15.1 30.5 35.0 4.3 7.7 2.3 6.5 3.1

全体(n=2,361) 70.8 4.5 12.2 2.9 4.1 4.2 11.2 0.8 3.7 2.6 18.2 25.4 36.1 3.6 9.9 2.4 8.4 2.7

40～64歳(n=492) 66.1 3.3 2.6 1.2 1.4 0.2 8.5 0.2 3.3 0.4 14.4 16.9 25.8 1.0 26.2 3.0 13.8 1.0

65歳以上(n=1,869) 72.0 4.9 14.7 3.3 4.8 5.2 11.9 0.9 3.9 3.2 19.2 27.7 38.8 4.3 5.6 2.2 7.0 3.2

性別

年齢別



１．市民一般調査 

35 

（２）暮らしの問題や福祉に関する相談先（問34） 

暮らしの問題や福祉に関する相談先は、「市の相談窓口」（64.4％）が最も多く、「家族や親族」

（52.9％）、「友人・知人、近隣の人」（32.9％）が続いている。 

性別にみると、女性は「家族や親族」（57.8％）、「友人・知人、近隣の人」（39.3％）が男性に

比べ高くなっている。 

年齢別にみると、65 歳以上は「地域包括支援センター」（21.5％）が 40～64 歳に比べ高くなって

いる。 

 

■暮らしの問題や福祉に関する相談先 

 

 

 

市の相談窓口

家族や親族

友人・知人、近隣の人

地域包括支援センター

病院・診療所・

歯科医・薬剤師など

社会福祉協議会

民生委員・児童委員

保健所・保健センター

ケアマネジャー

(介護支援専門員)
ホームヘルパー

(訪問介護員)

その他

相談できる人がいない

無回答

64.4

52.9

32.9

18.7

12.2

5.3

5.2

5.0

4.7

1.1

1.7

2.9

2.0

0 10 20 30 40 50 60 70

市 の 相 談 窓 口

家 族 や 親 族

友 人 ・ 知 人 、近隣 の人

地 域 包 括 支 援セン ター

病 院 ・ 診 療 所・歯 科医・ 薬剤師など

社 会 福 祉 協 議会

民 生 委 員 ・ 児童委 員

保 健 所 ・ 保 健セン ター

ケ ア マ ネ ジ ャー( 介護支 援専門 員)

ホ ー ム ヘ ル パー( 訪問介 護員)

そ の 他

相 談 で き る 人がい ない

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)

市

の

相

談

窓

口

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ
ー

保

健

所

・

保

健

セ

ン

タ
ー

社

会

福

祉

協

議

会

病

院

・

診

療

所

・

歯

科

医

・

薬

剤

師

な

ど

ホ
ー

ム

ヘ

ル

パ
ー

(

訪

問

介

護

員

)

ケ

ア

マ

ネ

ジ

ャ
ー

(

介

護

支

援

専

門

員

)

民

生

委

員

・

児

童

委

員

家

族

や

親

族

友

人

・

知

人

、
近

隣

の

人 そ

の

他

相

談

で

き

る

人

が

い

な

い 無

回

答

全体(n=2,361) 64.4 18.7 5.0 5.3 12.2 1.1 4.7 5.2 52.9 32.9 1.7 2.9 2.0

男性(n=1,085) 68.1 15.2 6.1 5.0 12.9 1.6 4.1 4.6 47.3 25.9 2.0 4.5 1.3

女性(n=1,243) 61.2 21.8 3.9 5.6 11.3 0.8 5.2 5.8 57.8 39.3 1.4 1.5 2.4

全体(n=2,361) 64.4 18.7 5.0 5.3 12.2 1.1 4.7 5.2 52.9 32.9 1.7 2.9 2.0

40～64歳(n=492) 63.8 8.1 5.5 1.6 10.0 0.8 3.5 1.2 52.0 39.4 1.4 5.7 0.6

65歳以上(n=1,869) 64.5 21.5 4.9 6.3 12.8 1.2 5.0 6.2 53.2 31.2 1.8 2.1 2.4

性別

年齢別
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11 高齢者保健福祉サービスについて 

（１）高齢者保健福祉サービスに関する利用状況、利用意向（問35） 

高齢者保健福祉サービスについて、「利用している」「利用したことがある」を合わせた“利用状

況”は、『日常生活用具給付とレンタル』（2.3％）が最も多く、『日常生活用品(おむつ)の助成』（1.5％）、

『車いす福祉タクシー』（1.2％）が続いている。「利用している」「利用したことがある」「知って

いるが利用していない」を合わせた“認知度”は、『日常生活用具給付とレンタル』（45.1％）が最

も多く、『訪問食事サービス』（41.6％）、『自立支援ショートステイ』（41.1％）が続いている。 

利用意向は、『車いす福祉タクシー』（30.8％）が最も多く、『日常生活用具給付とレンタル』（29.3％）、

『寝具乾燥サービス』（28.4％）が続いている。 

性別にみると、女性は“認知度”も利用意向も男性に比べ高くなっている。 

 

■高齢者保健福祉サービスに関する利用状況、利用意向 

 

全体(n=1,869) 知らない 無回答 利用したい わからない 無回答

①訪問食事サービス

②自立支援

ショートステイ

③高齢者医療

ショートステイ

④日常生活用具給付

とレンタル

⑤はいかい高齢者

探索サービス

⑥日常生活用品

(おむつ)の助成

⑦車いす福祉タクシー

⑧寝具乾燥サービス

⑨理容師・美容師の

派遣

知っているが

利用していない
利用している

利用したこと

がある

利用したくない

0.1

0.2

0.2

0.7

-

0.8

0.5

0.2

0.6

0.5

0.5

0.5

1.6

0.4

0.7

0.7

0.3

0.4

41.0

40.4

33.3

42.8

24.8

35.6

37.8

22.3

33.8

46.8

46.2

52.9

41.7

61.2

49.5

47.8

63.7

52.1

11.6

12.7

13.1

13.2

13.6

13.3

13.1

13.5

13.2

22.4

19.9

22.1

29.3

24.0

27.3

30.8

28.4

28.2

10.4

11.5

9.6

7.2

7.9

8.0

7.0

8.1

8.5

43.4

43.6

43.5

38.1

42.3

38.7

36.9

38.1

38.1

23.7

25.0

24.8

25.4

25.8

26.0

25.3

25.4

25.1

(%)(%)



１．市民一般調査 

37 

 

 

利

用

し

て

い

る 利

用

し

た

こ

と

が

あ

る

知

っ
て

い

る

が

利

用

し

て

い

な

い

知

ら

な

い

無

回

答

認

知

度

全体(n=1,869) 0.1 0.5 41.0 46.8 11.6 41.6

男性(n=862) 0.1 0.7 34.7 54.5 10.0 35.5

女性(n=977) 0.0 0.3 46.8 40.5 12.4 47.1

全体(n=1,869) 0.2 0.5 40.4 46.2 12.7 41.1

男性(n=862) 0.2 0.6 33.8 54.1 11.4 34.6

女性(n=977) 0.1 0.5 46.3 39.9 13.2 46.9

全体(n=1,869) 0.2 0.5 33.3 52.9 13.1 34.0

男性(n=862) 0.1 0.5 29.2 58.2 11.9 29.8

女性(n=977) 0.2 0.5 37.1 48.7 13.5 37.8

全体(n=1,869) 0.7 1.6 42.8 41.7 13.2 45.1

男性(n=862) 0.6 1.3 35.0 51.2 11.9 36.9

女性(n=977) 0.9 1.8 49.7 33.9 13.6 52.5

全体(n=1,869) 0.0 0.4 24.8 61.2 13.6 25.1

男性(n=862) 0.0 0.3 21.7 65.5 12.4 22.0

女性(n=977) 0.0 0.4 27.4 58.0 14.1 27.8

全体(n=1,869) 0.8 0.7 35.6 49.5 13.3 37.2

男性(n=862) 0.9 0.8 30.2 56.0 12.1 31.9

女性(n=977) 0.7 0.6 40.7 44.2 13.7 42.1

全体(n=1,869) 0.5 0.7 37.8 47.8 13.1 39.1

男性(n=862) 0.8 0.6 34.1 52.6 11.9 35.5

女性(n=977) 0.2 0.8 41.2 44.2 13.5 42.3

全体(n=1,869) 0.2 0.3 22.3 63.7 13.5 22.8

男性(n=862) 0.3 0.3 20.1 66.8 12.4 20.8

女性(n=977) 0.1 0.2 24.4 61.4 13.9 24.7

全体(n=1,869) 0.6 0.4 33.8 52.1 13.2 34.7

男性(n=862) 0.9 0.6 29.0 57.5 11.9 30.5

女性(n=977) 0.3 0.2 38.1 47.9 13.5 38.6

車いす福祉タクシー

寝具乾燥サービス

理容師・美容師の派遣

自立支援ショートステ

イ

高齢者医療ショートス

テイ

日常生活用具給付とレ

ンタル

はいかい高齢者探索

サービス

日常生活用品(おむつ)

の助成

訪問食事サービス

利

用

し

た

い 利

用

し

た

く

な

い

わ

か

ら

な

い 無

回

答

全体(n=1,869) 22.4 10.4 43.4 23.7

男性(n=862) 20.2 10.8 49.0 20.1

女性(n=977) 24.6 10.3 38.8 26.3

全体(n=1,869) 19.9 11.5 43.6 25.0

男性(n=862) 17.5 12.1 49.0 21.5

女性(n=977) 22.2 11.3 39.0 27.5

全体(n=1,869) 22.1 9.6 43.5 24.8

男性(n=862) 19.7 10.4 48.1 21.7

女性(n=977) 24.4 9.0 39.7 26.9

全体(n=1,869) 29.3 7.2 38.1 25.4

男性(n=862) 25.1 8.5 44.8 21.7

女性(n=977) 33.5 6.1 32.4 27.9

全体(n=1,869) 24.0 7.9 42.3 25.8

男性(n=862) 21.5 9.3 47.1 22.2

女性(n=977) 26.6 6.8 38.3 28.4

全体(n=1,869) 27.3 8.0 38.7 26.0

男性(n=862) 21.9 10.2 45.2 22.6

女性(n=977) 32.2 6.2 33.2 28.4

全体(n=1,869) 30.8 7.0 36.9 25.3

男性(n=862) 25.2 8.8 43.9 22.2

女性(n=977) 36.2 5.3 31.0 27.4

全体(n=1,869) 28.4 8.1 38.1 25.4

男性(n=862) 24.2 9.2 44.2 22.4

女性(n=977) 32.4 7.2 32.9 27.5

全体(n=1,869) 28.2 8.5 38.1 25.1

男性(n=862) 23.9 9.7 44.0 22.4

女性(n=977) 32.2 7.5 33.3 27.0

車いす福祉タクシー

寝具乾燥サービス

理容師・美容師の派遣

訪問食事サービス

自立支援ショートステ

イ

高齢者医療ショートス

テイ

日常生活用具給付とレ

ンタル

はいかい高齢者探索

サービス

日常生活用品(おむつ)

の助成
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（２）府中市が優先して取り組むべきサービス（問36） 

府中市が優先して取り組むべきサービスは、「家族介護者への支援制度を充実すること」（31.5％）

が最も多く、「特別養護老人ホームや老人保健施設などの施設サービスを充実させること」（30.8％）、

「訪問介護やデイサービスなどの介護保険居宅サービスを充実させること」（25.8％）が続いている。 

年齢別にみると、40～64歳は「高齢者が働く場所を確保すること」（41.9％）、「訪問介護やデイ

サービスなどの介護保険居宅サービスを充実させること」（35.0％）が 65歳以上に比べ高くなってい

る。 

 

■府中市が優先して取り組むべきサービス 

 

家族介護者への支援制度を

充実すること

特別養護老人ホームや老人保健施設

などの施設サービスを

充実させること
訪問介護やデイサービスなどの

介護保険居宅サービスを

充実させること

高齢者が働く場所を確保すること

生きがいづくりを推進すること

(ボランティア、文化・

スポーツ活動の促進など)

認知症など病気や障害を持つ高齢者

への対策を充実すること

介護予防サービスを充実すること

道路の段差解消や公共的な建物への

エレベーターの設置など、高齢者に

やさしいまちづくりを推進すること
有料老人ホームやサービス付き

高齢者向け住宅などの高齢者向け

の住宅を整備すること

住宅改修を支援すること

保健･福祉関係の相談を受ける

窓口を充実させること

健康づくりを推進すること(健康教室

の開催･スポーツ活動の促進など)

健康教育、健康相談、健康診査など

の保健事業や医療体制を

充実させること

世代間の交流･相互理解を

促進すること

保健･福祉サービスに関する人材を

育成すること

(保健師、介護職員など)

ボランティアの育成、ＮＰＯの

支援などの民間活動を支援すること

その他

特にない

無回答

31.5

30.8

25.8

23.7

21.9

20.7

19.1

15.5

12.8

7.9

7.4

7.2

7.2

6.3

6.2

2.6

1.0

2.4

7.7

0 10 20 30 40

家 族 介 護 者 への支 援制度を充実するこ

と

特 別 養 護 老 人ホー ムや老人保健施設な

ど の 施 設 サ ービス を充実 させること

訪 問 介 護 や デイサ ービスなどの介護保

険 居 宅 サ ー ビスを 充実さ せるこ と

高 齢 者 が 働 く場所 を確保 するこ と

生 き が い づ くりを 推進すること(ボラン

テ ィ ア 、 文 化・ス ポーツ活動の促進な

ど )

認 知 症 な ど 病気や 障害を持つ高齢者へ

の 対 策 を 充 実する こと

介 護 予 防 サ ービス を充実 するこ と

道 路 の 段 差 解消や 公共的な建物へのエ

レ ベ ー タ ー の設置 など、高齢者にやさ

し い ま ち づ くりを 推進す ること

有 料 老 人 ホ ームや サービス付き高齢者

向 け 住 宅 な どの高 齢者向けの住宅を整

備 す る こ と

住 宅 改 修 を 支援す ること

保 健 ･ 福 祉 関係 の相談を受ける窓口を充

実 さ せ る こ と

健 康 づ く り を推進 すること(健康教室の

開 催 ･ ス ポ ーツ 活動の 促進な ど)

健 康 教 育 、 健康相 談、健康診査などの

保 健 事 業 や 医療体 制を充実させること

世 代 間 の 交 流･ 相互理解を促進すること

保 健 ･ 福 祉 サー ビスに関する人材を育成

す る こ と ( 保健師 、介護 職員な ど)

ボ ラ ン テ ィ アの育 成、ＮＰＯの支援な

ど の 民 間 活 動を支 援する こと

そ の 他

特 に な い

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)
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12 介護保険について 

（１）介護保険サービス利用についての考え（問37） 

介護保険サービス利用についての考えは、「自分の望む生活(自立した生活)を送ることができる、

最低限のサービス利用にする」（43.0％）が最も多く、「介護保険料を支払っているので、積極的に

利用する」（15.8％）、「なるべく使わないようにする」（15.1％）が続いている。 

 

■介護保険サービス利用についての考え 

 

 

生

き

が

い

づ

く

り

を

推

進

す

る

こ

と

(

ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア

、
文

化

・

ス

ポ
ー

ツ

活

動

の

促

進

な

ど

)

高

齢

者

が

働

く

場

所

を

確

保

す

る

こ

と

世

代

間

の

交

流

･

相

互

理

解

を

促

進

す

る

こ

と 介

護

予

防

サ
ー

ビ

ス

を

充

実

す

る

こ

と

訪

問

介

護

や

デ

イ

サ
ー

ビ

ス

な

ど

の

介

護

保

険

居

宅

サ
ー

ビ

ス

を

充

実

さ

せ

る

こ

と

特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム

や

老

人

保

健

施

設

な

ど

の

施

設

サ
ー

ビ

ス

を

充

実

さ

せ

る

こ

と

有

料

老

人

ホ
ー

ム

や

サ
ー

ビ

ス

付

き

高

齢

者

向

け

住

宅

な

ど

の

高

齢

者

向

け

の

住

宅

を

整

備

す

る

こ

と

住

宅

改

修

を

支

援

す

る

こ

と

認

知

症

な

ど

病

気

や

障

害

を

持

つ

高

齢

者

へ

の

対

策

を

充

実

す

る

こ

と

家

族

介

護

者

へ

の

支

援

制

度

を

充

実

す

る

こ

と 健

康

教

育

、
健

康

相

談

、
健

康

診

査

な

ど

の

保

健

事

業

や

医

療

体

制

を

充

実

さ

せ

る

こ

と

健

康

づ

く

り

を

推

進

す

る

こ

と

(

健

康

教

室

の

開

催

･

ス

ポ
ー

ツ

活

動

の

促

進

な

ど

)

保

健

･

福

祉

関

係

の

相

談

を

受

け

る

窓

口

を

充

実

さ

せ

る

こ

と

保

健

･

福

祉

サ
ー

ビ

ス

に

関

す

る

人

材

を

育

成

す

る

こ

と

(

保

健

師

、
介

護

職

員

な

ど
)

ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア

の

育

成

、
Ｎ

Ｐ

Ｏ

の

支

援

な

ど

の

民

間

活

動

を

支

援

す

る

こ

と

道

路

の

段

差

解

消

や

公

共

的

な

建

物

へ

の

エ

レ

ベ
ー

タ
ー

の

設

置

な

ど

、
高

齢

者

に

や

さ

し

い

ま

ち

づ

く

り

を

推

進

す

る

こ

と

そ

の

他

特

に

な

い

無

回

答

全体(n=2,361) 21.9 23.7 6.3 19.1 25.8 30.8 12.8 7.9 20.7 31.5 7.2 7.2 7.4 6.2 2.6 15.5 1.0 2.4 7.7

40～64歳(n=492) 20.9 41.9 8.1 22.6 35.0 27.0 11.6 6.7 22.0 37.0 6.9 6.1 8.3 5.1 3.0 13.2 0.8 0.8 1.8

65歳以上(n=1,869) 22.2 18.9 5.8 18.2 23.3 31.8 13.1 8.2 20.3 30.1 7.3 7.5 7.1 6.5 2.5 16.1 1.0 2.8 9.2

年齢別

その他

わからない 無回答

全体(n=2,361)

なるべく使わないようにする

家族の要望やケアマネジャー(介護支援専門

員)の計画どおりに利用する

自分の望む生活(自立した生活)を送ることが

できる、最低限のサービス利用にする

介護保険料を支払っているの

で、積極的に利用する

15.8 43.0 9.8 15.1 10.6 1.2 4.5
(%)
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（２）介護保険サービスの認知度（問38） 

介護保険サービスの認知度について、居宅サービスは『訪問介護』（77.8％）が最も多く、『訪問

入浴介護』（73.5％）、『通所介護(デイサービス)』（72.6％）が続いている。施設サービスは『介

護老人福祉施設(特別養護老人ホーム)』（67.3％）が最も多く、『介護老人保健施設(老人保健施設)』

（51.2％）、『介護療養型医療施設』（34.5％）が続いている。地域密着型サービスは『認知症対応

型共同生活介護(グループホーム)』（27.9％）が最も多く、『定期巡回・随時対応型訪問介護看護』

（25.8％）、『夜間対応型訪問介護』（22.2％）が続いている。 

 

■介護保険サービスの認知度（居宅サービス） 

 

 

■介護保険サービスの認知度（施設サービス） 

 

 

 

全体(n=2,361) 知っている 知らない 無回答

①訪問介護

②訪問看護

③訪問リハビリ

テ―ション

④訪問入浴介護

⑤居宅療養管理指導

⑥通所介護(デイサービ

ス)

⑦通所リハビリ

テーション(デイケア)

⑧短期入所生活介護

(ショートステイ)

⑨短期入所療養介護

(ショートステイ)

⑩特定施設入居者

生活介護

⑪福祉用具の貸与

⑫特定福祉用具購入

⑬住宅改修費の支給

77.8

66.9

45.5

73.5

35.2

72.6

65.1

61.8

57.3

45.5

64.3

42.0

55.9

15.8

25.5

45.2

19.3

54.7

19.3

26.2

30.2

34.1

44.3

27.5

47.7

35.5

6.5

7.7

9.4

7.2

10.1

8.1

8.7

8.0

8.7

10.1

8.3

10.2

8.6

(%)

全体(n=2,361) 知っている 知らない 無回答

①介護老人福祉施設

(特別養護老人ホーム)

②介護老人保健施設

(老人保健施設)

③介護療養型医療施設

67.3

51.2

34.5

24.2

39.6

56.3

8.5

9.3

9.2

(%)
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■介護保険サービスの認知度（地域密着型サービス） 

 

 

全体(n=2,361) 知っている 知らない 無回答

①夜間対応型訪問介護

②定期巡回・随時対応型

訪問介護看護

③小規模多機能型居宅介

護

④看護小規模多機能型居

宅介護

⑤地域密着型通所介護

⑥認知症対応型通所介護

⑦認知症対応型共同生活

介護(グループホーム)

⑧地域密着型介護老人福

祉施設入所者生活介護

22.2

25.8

20.2

15.8

15.0

17.2

27.9

17.5

68.3

64.3

69.7

73.3

74.3

71.9

62.1

72.0

9.5

10.0

10.1

10.9

10.7

10.9

10.0

10.6

(%)



１．市民一般調査 

42 

（３）介護が必要になった時に生活したい場所（問39） 

介護が必要になった時に生活したい場所は、「介護保険居宅サービスを受けながら自宅で生活した

い」（27.7％）が最も多く、「家族などの介護を受けながら自宅で生活したい」（20.8％）、「自宅

近くでさまざまなサービスが受けられる小さな施設(小規模多機能型居宅介護)などを利用しながら生

活したい」（11.3％）が続いている。 

性別にみると、男性は「家族などの介護を受けながら自宅で生活したい」（26.4％）が女性に比べ

高くなっている。 

 

■介護が必要になった時に生活したい場所 

 

 

 

特別養

護老人

ホーム

に入所し

たい

その他

わから

ない

　無回答

全体(n=2,361)

介護保険居宅サービスを受

けながら自宅で生活したい

家族などの介護を受けなが

ら自宅で生活したい

自宅近くでさまざまなサービ

スが受けられる小さな施設

(小規模多機能型居宅介護)

などを利用しながら生活した

い

見守りや生活支援サービス

などのついた高齢者向け住

宅(サービス付き高齢者向け

住宅)に入居したい

有料老人ホーム

に入居したい

介護老人保健施

設に入所したい

認知症対応型共

同生活介護(グ

ループホーム)に

入居したい

20.8 27.7 11.3 9.1
1.3

3.9 7.4
3.5

1.0
9.8 4.3 (%)

家

族

な

ど

の

介

護

を

受

け

な

が

ら

自

宅

で

生

活

し

た

い

介

護

保

険

居

宅

サ
ー

ビ

ス

を

受

け

な

が

ら

自

宅

で

生

活

し

た

い

自

宅

近

く

で

さ

ま

ざ

ま

な

サ
ー

ビ

ス

が

受

け

ら

れ

る

小

さ

な

施

設

(

小

規

模

多

機

能

型

居

宅

介

護

)

な

ど

を

利

用

し

な

が

ら

生

活

し

た

い

見

守

り

や

生

活

支

援

サ
ー

ビ

ス

な

ど

の

つ

い

た

高

齢

者

向

け

住

宅

(

サ
ー

ビ

ス

付

き

高

齢

者

向

け

住

宅

)

に

入

居

し

た

い

認

知

症

対

応

型

共

同

生

活

介

護

(

グ

ル
ー

プ

ホ
ー

ム

)

に

入

居

し

た

い

介

護

老

人

保

健

施

設

に

入

所

し

た

い

特

別

養

護

老

人

ホ
ー

ム

に

入

所

し

た

い

有

料

老

人

ホ
ー

ム

に

入

居

し

た

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

無

回

答

全体(n=2,361) 20.8 27.7 11.3 9.1 1.3 3.9 7.4 3.5 1.0 9.8 4.3

男性(n=1,085) 26.4 26.8 9.2 7.2 1.3 4.0 7.7 3.3 1.1 8.9 4.1

女性(n=1,243) 16.2 28.6 13.2 10.7 1.3 3.8 7.2 3.6 0.7 10.5 4.2

性別
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（４）介護保険制度の全体をよりよくするために府中市が力を入れるべきこと（問40） 

介護保険制度の全体をよりよくするために府中市が力を入れるべきことは、「市内に特別養護老人

ホームや老人保健施設などの介護施設を増やすこと」（39.7％）が最も多く、「家族介護の負担を軽

減する支援策を充実すること」（32.6％）、「サービス利用料を補助するなど利用者の費用負担を軽

減する経済的給付を増やすこと」（31.0％）が続いている。 

 

■介護保険制度の全体をよりよくするために府中市が力を入れるべきこと 

 

 

 

 

市内に特別養護老人ホームや

老人保健施設などの

介護施設を増やすこと

家族介護の負担を軽減する

支援策を充実すること

サービス利用料を補助するなど

利用者の費用負担を軽減する

経済的給付を増やすこと

サービス事業者の質を

高めること

ケアマネジャー(介護支援専門

員)やホームヘルパー(訪問介護

員)などの人材を育成すること

困ったときに気軽に介護相談が

できる場所を増やすこと

高齢期に住み続けられる、

住まいの施策を充実すること

健康寿命を伸ばすために、

介護予防のサービスに

力を入れること
身近な地域で介護保険サービス

が受けられる拠点(地域密着型

サービス)を増やすこと
介護保険サービスをカバーする

市の高齢者保健福祉サービス

を充実すること
介護支援ボランティアポイント

制度※などの新しい仕組みを

考えること

地域包括支援センターの機能を

充実すること

介護保険についての市民向けの

勉強会などを実施すること

地域全体で介護を支援する

仕組みづくりを行うこと

住民が中心となって介護予防

やサービス提供の取組を

推進すること

その他

わからない

無回答

39.7

32.6

31.0

24.3

22.1

20.3

13.7

13.4

13.1

10.0

6.4

4.8

4.6

4.4

2.1

1.0

4.6

6.8

0 10 20 30 40 50

市 内 に 特 別 養護老 人ホームや老人保健

施 設 な ど の 介護施 設を増 やすこ と

家 族 介 護 の 負担を 軽減する支援策を充

実 す る こ と

サ ー ビ ス 利 用料を 補助するなど利用者

の 費 用 負 担 を軽減 する経済的給付を増

や す こ と

サ ー ビ ス 事 業者の 質を高 めるこ と

ケ ア マ ネ ジ ャー( 介護支 援専門員) や

ホ ー ム ヘ ル パー( 訪問介護員) などの人

材 を 育 成 す ること

困 っ た と き に気軽 に介護相談ができる

場 所 を 増 や すこと

高 齢 期 に 住 み続け られる、住まいの施

策 を 充 実 す ること

健 康 寿 命 を 伸ばす ために、介護予防の

サ ー ビ ス に 力を入 れるこ と

身 近 な 地 域 で介護 保険サービスが受け

ら れ る 拠 点 (地域 密着型サービス) を増

や す こ と

介 護 保 険 サ ービス をカバーする市の高

齢 者 保 健 福 祉サー ビスを充実すること

介 護 支 援 ボ ランテ ィアポイント制度※

な ど の 新 し い仕組 みを考 えるこ と

地 域 包 括 支 援セン ターの機能を充実す

る こ と

介 護 保 険 に ついて の市民向けの勉強会

な ど を 実 施 するこ と

地 域 全 体 で 介護を 支援する仕組みづく

り を 行 う こ と

住 民 が 中 心 となっ て介護予防やサービ

ス 提 供 の 取 組を推 進する こと

そ の 他

わ か ら な い

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)
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12 高齢者の権利擁護について 

（１）高齢者の権利や生活を守るための制度や相談窓口の認知度（問41） 

高齢者の権利や生活を守るための制度や相談窓口の認知度は、「市の相談窓口」（57.6％）が最も

多く、「成年後見制度」（54.6％）、「社会福祉協議会(ふれあい福祉相談室など)」（41.9％）が続

いている。 

性別にみると、女性は「地域包括支援センター」（47.0％）が男性に比べ高くなっている。 

 

■高齢者の権利や生活を守るための制度や相談窓口の認知度 

 

 

 

市の相談窓口

成年後見制度

社会福祉協議会

(ふれあい福祉相談室など)

地域包括支援センター

消費生活相談室

担当のケアマネジャー(介

護支援専門員)

高齢者見守りネットワーク

(危機去れシステム)

高齢者虐待防止法

日常生活自立支援事業

権利擁護センター

ふちゅう

知っているものはない

無回答

57.6

54.6

41.9

39.9

30.0

25.2

13.7

13.0

11.9

5.2

8.9

7.5

0 10 20 30 40 50 60 70

市 の 相 談 窓 口

成 年 後 見 制 度

社 会 福 祉 協 議会( ふれあ い福祉相談室な

ど )

地 域 包 括 支 援セン ター

消 費 生 活 相 談室

担 当 の ケ ア マネジャー( 介護支援専門員)

高 齢 者 見 守 りネッ トワー ク(危機去れシ

ス テ ム )

高 齢 者 虐 待 防止法

日 常 生 活 自 立支援 事業

権 利 擁 護 セ ンター ふちゅ う

知 っ て い る ものは ない

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)

成

年

後

見

制

度

日

常

生

活

自

立

支

援

事

業

地

域

包

括

支

援

セ

ン

タ
ー

高

齢

者

見

守

り

ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

(

危

機

去

れ

シ

ス

テ

ム

)

高

齢

者

虐

待

防

止

法

市

の

相

談

窓

口

社

会

福

祉

協

議

会

(

ふ

れ

あ

い

福

祉

相

談

室

な

ど

)

権

利

擁

護

セ

ン

タ
ー

ふ

ち

ゅ

う 消

費

生

活

相

談

室

担

当

の

ケ

ア

マ

ネ

ジ

ャ
ー

(

介

護

支

援

専

門

員

)

知

っ
て

い

る

も

の

は

な

い

無

回

答

全体(n=2,361) 54.6 11.9 39.9 13.7 13.0 57.6 41.9 5.2 30.0 25.2 8.9 7.5

男性(n=1,085) 52.5 11.2 31.9 12.5 12.2 57.9 40.6 5.1 28.2 19.0 11.6 6.3

女性(n=1,243) 56.8 12.8 47.0 14.7 13.6 57.3 42.9 5.1 31.5 30.5 6.5 8.2

性別
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（２）周囲で困っている人（本人を含む）（問42） 

周囲で困っている人（本人を含む）は、「いない」（61.3％）が最も多い。困っている人の中では、

「親族」（4.4％）が最も多く、「あなたご本人」（4.3％）、「配偶者」（2.5％）が続いている。 

年齢別にみると、40～64歳は「いない」（74.4％）が 65歳以上に比べ高くなっている。 

 

■周囲で困っている人（本人を含む） 

 

 
 

（３）困っていること（問42-1） 

周囲で困っている人（本人を含む）がいると回答した人に困っていることをきいたところ、「金銭

管理ができない」（36.9％）が最も多く、「行政や金融機関などへの窓口手続ができない」（35.7％）、

「土地の権利書など重要書類の管理ができない」（21.0％）が続いている。 

 

■困っていること 

 
 

 

親族

あなたご本人

配偶者

知人

近隣の人

子ども

その他

いない

無回答

4.4

4.3

2.5

1.9

1.7

0.8

0.3

61.3

24.8

0 10 20 30 40 50 60 70

親 族

あ な た ご 本 人

配 偶 者

知 人

近 隣 の 人

子 ど も

そ の 他

い な い

無 回 答

(%)

全体(n=2,361)

あ

な

た

ご

本

人

配

偶

者

子

ど

も

親

族

知

人

近

隣

の

人 そ

の

他

い

な

い

無

回

答

全体(n=2,361) 4.3 2.5 0.8 4.4 1.9 1.7 0.3 61.3 24.8

40～64歳(n=492) 2.4 0.8 0.6 10.2 2.0 1.0 0.6 74.4 10.2

65歳以上(n=1,869) 4.8 3.0 0.9 2.9 1.8 1.8 0.3 57.9 28.6

年齢別

金銭管理ができない

行政や金融機関などへの

窓口手続ができない
土地の権利書など

重要書類の管理ができない

悪質商法にだまされた

福祉サービスの利用に

対する苦情が言えない

その他

無回答

36.9

35.7

21.0

19.2

15.2

11.0

15.2

0 10 20 30 40

金 銭 管 理 が できな い

行 政 や 金 融 機関な どへの 窓口手 続がで きない

土 地 の 権 利 書など 重要書 類の管 理がで きない

悪 質 商 法 に だまさ れた

福 祉 サ ー ビ スの利 用に対 する苦 情が言 えない

そ の 他

無 回 答

(%)

全体(n=328)
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（４）市の高齢者保健福祉サービスや介護保険制度についての意見・要望〈自由回答〉（問

43） 

※整理中 
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２．要支援・要介護認定者調査 
１ 調査票記入にあたって 

（１）回答できない理由 

回答できない理由は、「入院中などで意思表示ができない」（52.8％）が最も多く、「あて名ご本

人の意向」（16.7％）、「家族の意向」（5.6％）が続いている。 

利用者種別にみると、サービス未利用者は「入院中などで意思表示ができない」（83.3％）が全体

に比べ高くなっている。 

 

■回答できない理由 

 

 

（２）調査票の記入者 

調査票の記入者は、「あて名ご本人」（46.7％）が最も多く、「娘・息子」（29.2％）、「配偶者(夫

または妻)」（14.2％）が続いている。 

利用者種別にみると、施設サービス利用者は「娘・息子」（62.0％）が最も多い。 

 

■調査票の記入者 

 
 

その他

家族の意向

全体

(n=36)

居宅サービス利用者

(n=8)

施設サービス利用者

(n=16)

サービス未利用者

(n=12)

転居している入院中などで意思表示ができない
    あて名ご本人の意向

52.8

50.0

31.3

83.3

2.8

-

6.3

-

16.7

-

25.0

16.7

5.6

12.5

6.3

-

22.2

37.5

31.3

-

(%)

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

46.7

51.0

6.3

58.8

14.2

13.9

13.5

16.0

29.2

26.6

62.0

16.3

3.3

3.1

7.8

1.4

-

-

-

-

1.2

0.5

3.6

1.7

1.0

0.6

2.6

1.0

0.4

0.2

1.6

0.3

1.0

0.8

2.1

1.0

3.0

3.4

0.5

3.4

(%)

無回答

その他

施設職員

その他の親族

兄弟・姉妹

親

娘・息子の配偶者

娘・息子

配偶者(夫または妻)あて名ご本人
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２ 基本属性 

（１）性別（Ｆ１） 

性別は、「男性」が 32.8％、「女性」が 66.2％となっている。 

 

■性別 

 

 

（２）年齢（Ｆ２） 

年齢は、「85～89歳」（25.6％）が最も多く、「80～84歳」（24.5％）、「75～79歳」（16.1％）

が続いている。 

利用者種別にみると、施設サービス利用者は“90歳以上”（39.0％）が全体に比べ高くなっている。 

 

■年齢 

 

 

男性 女性 無回答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

32.8

32.2

25.5

39.5

66.2

66.6

74.5

59.5

1.0

1.2

-

1.0

(%)

70～74歳 85～89歳 90～94歳 95歳以上 無回答

65～69歳 75～79歳 80～84歳

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

5.6

6.9

1.6

3.7

8.2

8.9

2.6

9.5

16.1

15.3

7.3

24.5

24.5

23.8

21.4

29.3

25.6

25.9

28.1

23.1

14.5

14.1

25.5

8.8

4.8

4.4

13.5

0.7

0.6

0.8

-

0.3

(%)
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（３）要介護度（Ｆ３） 

要介護度は、「要介護１」（24.8％）が最も多く、「要介護２」（17.2％）、「要介護３」（13.1％）

が続いている。 

利用者種別にみると、施設サービス利用者は「要介護４」（29.2％）、サービス未利用者は「要支

援１」（25.9％）が最も多い。 

 

■要介護度 

 

 

（４）世帯の状況（Ｆ４） 

世帯の状況は、「配偶者」と同居（38.9％）が最も多く、「息子・娘」と同居（36.3％）、「ひと

り暮らし(自分のみ)」（24.6％）が続いている。 

 

■世帯の状況 

 

要介護５

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 無回答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

わからない

12.8

11.0

2.1

25.9

10.9

11.1

2.1

16.0

24.8

28.7

8.9

22.1

17.2

20.7

14.6

7.5

13.1

12.9

22.9

7.1

10.0

7.5

29.2

5.8

8.0

5.5

19.3

8.8

1.3

0.9

0.5

3.1

1.8

1.5

0.5

3.7

(%)

配偶者

息子・娘

ひとり暮らし(自分のみ)

息子・娘の配偶者

孫・ひ孫

あなたや配偶者の

兄弟姉妹

親

その他

無回答

38.9

36.3

24.6

14.0

12.1

0.9

0.6

3.7

2.6

38.5

37.1

25.3

14.7

11.6

0.5

0.6

2.9

2.4

27.6

41.7

27.1

15.6

16.7

2.6

0.5

7.8

3.6

47.3

30.3

20.7

10.5

10.5

1.0

0.7

3.7

2.4

0 10 20 30 40 50

配 偶 者

息 子 ・ 娘

ひ と り 暮 ら し(自 分のみ )

息 子 ・ 娘 の 配偶者

孫 ・ ひ 孫

あ な た や 配 偶者の 兄弟姉 妹

親

そ の 他

無 回 答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

※施設サービス利用者の

回答は入所前の状況

(%)
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（５）同居者の年齢（Ｆ４-１） 

世帯の状況で「ひとり暮らし(自分のみ)」以外と回答した人に同居者の年齢が全員 65歳以上かをき

いたところ、「はい」が 45.3％、「いいえ」が 48.9％となっている。 

 

■同居者の年齢 

 
 

（６）日中独居の状況（Ｆ５） 

日中独居の状況は、「ひとりでいることが多い」が 38.7％、「ひとりでいることは少ない」が 53.8％

となっている。 

 

■日中独居の状況 

 
 

（７）居住地域（Ｆ６） 

居住地域は、「第３地区」（19.4％）が最も多く、「第１地区」（18.5％）、「第２地区」（17.7％）

が続いている。 

 

■居住地域 

 

はい いいえ 無回答

全体

(n=1,068)

居宅サービス利用者

(n=709)

施設サービス利用者

(n=133)

サービス未利用者

(n=226)

45.3

44.1

36.8

54.0

48.9

51.5

52.6

38.5

5.8

4.4

10.5

7.5

(%)

ひとりでいることが多い ひとりでいることは少ない 無回答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

38.7

39.3

34.4

39.5

53.8

55.0

50.5

51.7

7.5

5.6

15.1

8.8

(%)

第２地区 第３地区 第４地区

その他

　　　無回答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

第１地区 第５地区　　第６地区

18.5

17.6

24.0

17.7

17.7

17.4

14.6

20.7

19.4

19.8

14.6

21.1

12.0

12.9

12.0

8.8

14.3

14.5

11.5

15.6

14.0

14.4

13.0

13.3

1.6

1.3

3.6

1.4

2.5

2.0

6.8

1.4

(%)
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３ 住まいについて 

（１）居住形態（問１） 

居住形態は、「自分の家」（58.7％）が最も多く、「子どもの家」（10.2％）、「有料老人ホーム」

（5.4％）が続いている。 

利用者種別にみると、施設サービス利用者は「特別養護老人ホーム」（35.4％）が最も多く、「有

料老人ホーム」（25.0％）、「老人保健施設」（16.1％）が続いている。 

 

■居住形態 

 

 

自分の家
有料老人

ホーム
その他 無回答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

サービス付き

高齢者向け住宅
グループホーム

老人保健施設兄弟・姉妹など親族の家

特別養護老人ホーム
子どもの家

58.7

64.8

9.9

70.1

10.2

13.4

1.0

5.8

0.6

0.7

0.5

0.3

4.8

0.2

35.4

-

2.8

0.5

16.1

1.7

1.6

0.7

8.3

-

5.4

2.9

25.0

1.0

0.7

1.0

-

0.3

13.8

14.6

1.6

19.0

1.4

1.2

2.1

1.7

(%)
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（２）住まいや住環境で困っていること（問２） 

住まいや住環境で困っていることは、「玄関回りの段差」（21.0％）が最も多く、「浴室や浴槽」

（17.2％）、「買い物をする場所が近くにない」（16.5％）が続いている。 

 

■住まいや住環境で困っていること 

 

 

 

玄関回りの段差

浴室や浴槽

買い物をする場所が近く

にない

屋内の階段

家族が近くにいない

鉄道やバスの利用が不便

廊下や居室などの段差

エレベーターがない

家の周りの道に

歩道がない、狭い

家賃が高い

家の周りに階段や

坂が多い

引越し先がない(高齢の

ため拒否されるなど)

立ち退きを

求められている

その他

特にない

無回答

21.0

17.2

16.5

10.0

9.1

9.1

8.4

6.3

6.2

4.1

3.6

0.8

0.2

5.0

35.0

10.3

23.9

20.0

18.0

10.4

11.1

10.6

9.3

7.2

7.6

4.4

4.3

1.1

0.3

4.3

32.6

7.8

9.4

8.9

2.6

6.3

2.1

4.7

5.2

4.2

1.6

3.6

1.6

-

-

6.3

56.8

17.7

19.0

13.6

20.4

11.2

7.1

6.8

7.5

4.8

4.4

3.4

2.7

0.3

-

6.5

28.9

13.6

0 10 20 30 40 50 60

玄 関 回 り の 段差

浴 室 や 浴 槽

買 い 物 を す る場所 が近く にない

屋 内 の 階 段

家 族 が 近 く にいな い

鉄 道 や バ ス の利用 が不便

廊 下 や 居 室 などの 段差

エ レ ベ ー タ ーがな い

家 の 周 り の 道に歩 道がな い、狭 い

家 賃 が 高 い

家 の 周 り に 階段や 坂が多 い

引 越 し 先 が ない( 高齢のため拒否される

な ど )

立 ち 退 き を 求めら れてい る

そ の 他

特 に な い

無 回 答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

(%)
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４ 医療について 

（１）現在治療中の病気の有無（問３） 

現在治療中の病気の有無は、「ある」が 86.8％、「ない」が 7.8％となっている。 

利用者種別にみると、施設サービス利用者は「ない」（20.3％）が全体に比べ高くなっている。 

 

■現在治療中の病気の有無 

 

 

            ある ない　　　無回答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

86.8

89.6

72.4

87.1

7.8

5.5

20.3

7.1

5.4

4.9

7.3

5.8

(%)
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（２）かかったことのある病気（問４） 

かかったことのある病気は、「高血圧症」（48.4％）が最も多く、「目の病気」（32.4％）、「骨

折・骨粗しょう症」（28.2％）が続いている。 

利用者種別にみると、施設サービス利用者は「認知症」（49.0％）が全体に比べ高くなっている。 

 

■かかったことのある病気 

 

 

高血圧症

目の病気

骨折・骨粗しょう症

歯の病気

認知症

脳卒中

(脳梗塞、脳出血など)

心臓病

(心筋梗塞、狭心症など)

糖尿病

脂質異常症

(高コレステロール

血症、高脂血症など)

慢性関節炎などの

関節疾患

がん(悪性新生物)

耳・鼻の病気

うつ病などの精神疾患

その他

特にない

無回答

48.4

32.4

28.2

24.6

24.6

19.2

18.7

17.8

15.9

15.1

12.8

12.5

5.9

17.7

1.6

2.2

50.4

33.4

28.6

26.3

22.3

20.2

19.3

18.9

16.9

16.2

12.3

13.0

5.5

19.1

1.3

2.3

41.7

28.1

31.8

19.8

49.0

20.8

14.1

14.6

9.9

8.9

9.4

8.9

7.3

12.5

2.1

2.1

46.3

32.0

24.5

22.1

16.3

14.6

19.7

16.3

16.3

15.3

16.7

12.9

6.5

16.7

2.0

2.0

0 10 20 30 40 50 60

高 血 圧 症

目 の 病 気

骨 折 ・ 骨 粗 しょう 症

歯 の 病 気

認 知 症

脳 卒 中 ( 脳 梗塞、 脳出血 など)

心 臓 病 ( 心 筋梗塞 、狭心 症など )

糖 尿 病

脂 質 異 常 症 (高コ レステロール血症、高

脂 血 症 な ど )

慢 性 関 節 炎 などの 関節疾 患

が ん ( 悪 性 新生物 )

耳 ・ 鼻 の 病 気

う つ 病 な ど の精神 疾患

そ の 他

特 に な い

無 回 答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

(%)
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（３）かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬局の有無（問５） 

かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬局の有無は、『かかりつけ医』が 91.1％、『かか

りつけ歯科医』が 61.2％、『かかりつけ薬局』が 73.3％となっている。 

 

■かかりつけ医、かかりつけ歯科医、かかりつけ薬局の有無 

 

 

わからない

いる いない 無回答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

かかりつけ

医

かかりつけ

歯科医

かかりつけ

薬局

91.1

93.3

83.3

89.1

61.2

59.3

68.8

62.6

73.3

76.4

67.7

67.0

2.2

1.9

4.2

1.7

15.6

17.4

12.5

11.6

7.0

6.6

9.4

6.8

2.2

1.1

7.8

2.0

3.5

2.5

8.9

3.1

4.3

3.0

9.9

5.1

4.5

3.7

4.7

7.1

19.7

20.7

9.9

22.8

15.3

14.1

13.0

21.1

(%)
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（４）現在受けている医療処置（問６） 

現在受けている医療処置は、「特にない」（56.6％）が最も多い。受けている医療処置では「イン

スリン注射」（3.6％）が最も多く、「人工透析」（1.9％）、「ぼうこう留置カテーテル」（1.9％）

が続いている。 

 

■現在受けている医療処置 

 
 

 

インスリン注射

人工透析

ぼうこう留置カテーテル

経管栄養

(鼻腔経管栄養、胃ろう)

じょくそうの処置

酸素療法

ＩＶＨ

(中心静脈栄養法)

気管切開の処置

人工肛門の処置

レスピレーター

(人工呼吸器)

その他

特にない

無回答

3.6

1.9

1.9

1.8

1.7

1.2

0.7

0.4

0.4

0.2

12.5

56.6

19.7

3.9

2.0

1.6

1.1

1.1

1.0

0.3

0.5

0.2

0.2

13.0

56.6

20.4

1.0

-

2.1

2.1

3.1

-

1.0

-

-

-

3.1

74.0

14.1

4.4

2.7

2.7

3.7

2.7

2.7

1.7

0.3

1.4

0.3

16.7

45.6

21.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

イ ン ス リ ン 注射

人 工 透 析

ぼ う こ う 留 置カテ ーテル

経 管 栄 養 ( 鼻腔経 管栄養 、胃ろ う)

じ ょ く そ う の処置

酸 素 療 法

Ｉ Ｖ Ｈ ( 中 心静脈 栄養法 )

気 管 切 開 の 処置

人 工 肛 門 の 処置

レ ス ピ レ ー ター( 人工呼 吸器)

そ の 他

特 に な い

無 回 答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

(%)
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５ 介護保険について 

（１）介護保険サービス利用についての考え（問７） 

介護保険サービス利用についての考えは、「家族の要望やケアマネジャー(介護支援専門員)の計画

どおりに利用する」（40.9％）が最も多く、「自分の望む生活(自立した生活)を送ることができる、

最低限のサービス利用にする」（24.7％）、「介護保険料を支払っているので、積極的に利用する」

（16.6％）が続いている。 

利用者種別にみると、施設サービス利用者は「介護保険料を支払っているので、積極的に利用する」

（28.1％）が全体に比べ高くなっている。サービス未利用者は「自分の望む生活(自立した生活)を送

ることができる、最低限のサービス利用にする」（26.5％）が最も多く、「なるべく使わないように

する」（20.4％）、「家族の要望やケアマネジャー(介護支援専門員)の計画どおりに利用する」（19.7％）

が続いている。 

 

■介護保険サービス利用についての考え 

 

 

（２）介護保険サービスは自らが望む生活を送るために役に立っているか（問８） 

介護保険サービスは自らが望む生活を送るために役に立っているかは、「役に立っている」（60.5％）

が最も多く、「少しは役に立っている」（20.2％）、「介護保険サービスは利用していない」（9.1％）

が続いている。「役に立っている」と「少しは役に立っている」を合わせた“役に立っている”は 80.7％

となっている。 

 

■介護保険サービスは自らが望む生活を送るために役に立っているか 

 
 

わからない その他

無回答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

なるべく使わない

ようにする

介護保険料を支払っている

ので、積極的に利用する

家族の要望やケアマネジャー(介護支援

専門員)の計画どおりに利用する

自分の望む生活(自立した生活)を送る

ことができる、最低限のサービス利用にする

16.6

16.2

28.1

10.5

24.7

26.6

12.5

26.5

40.9

47.1

41.7

19.7

6.5

3.7

-

20.4

4.8

2.3

9.4

10.2

2.4

1.4

2.1

5.8

4.0

2.7

6.3

6.8

(%)

少しは役に

立っている

役に立って

いない

あまり役に

立っていない
わからない 無回答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

介護保険サービスは

利用していない

役に立っている

60.5

68.3

66.7

30.3

20.2

22.4

17.7

14.3

2.1

1.7

-

4.8

1.6

1.3

1.6

2.7

5.0

3.3

8.9

8.5

9.1

2.1

1.0

37.4

1.5

0.8

4.2

2.0

(%)
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（３）要介護認定の申請をしようと思った理由（問８-１） 

「介護保険サービスは利用していない」と回答した人に要介護認定の申請をしようと思った理由を

きいたところ、「サービスを利用したくなったときすぐに利用できるから」（50.4％）が最も多く、

「保健福祉サービス(介護者慰労金、おむつ助成など)を受けるのに必要だから」（6.8％）、「住宅改

修をしたいから」（6.0％）が続いている。 

 

■要介護認定の申請をしようと思った理由 

 

 

 

その他 無回答

全体

(n=133)

居宅サービス利用者

(n=21)

施設サービス利用者

(n=2)

サービス未利用者

(n=110)

サービスを利用したくなったときす

ぐに利用できるから

保健福祉サービス(介護者

慰労金、おむつ助成など)

を受けるのに必要だから

車いすや介護用ベッドなどの福祉

用具を借りたいから

住宅改修をしたいから

6.8

4.8

-

7.3

50.4

19.0

-

57.3

6.0

4.8

-

6.4

3.8

9.5

-

2.7

11.3

4.8

50.0

11.8

21.8

57.1

50.0

14.5

(%)
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（４）サービス未利用の理由（問８-２） 

「介護保険サービスは利用していない」と回答した人にサービス未利用の理由をきいたところ、「ま

だ利用しなくてもよいと思うから」（45.9％）が最も多く、「家族が介護してくれるから」（33.1％）、

「病院に入院しているから」（8.3％）が続いている。 

 

■サ-ビス未利用の理由 

 

 

まだ利用しなくても

よいと思うから

家族が介護して

くれるから

病院に入院しているから

体調がよくなったから

利用料がかかるから

利用したいサービスが

ないから

よいケアマネジャー

(介護支援専門員)が

見つからないから

よいサービス提供事業者

が見つからないから

一時サービス

(住宅改修など)だけで

よかったから

家族以外に介護して

もらうことが不安だから

契約することが

不安だから

利用したいが家族に

理解してもらえないから

その他

わからない

無回答

45.9

33.1

8.3

7.5

7.5

3.8

3.0

3.0

2.3

1.5

1.5

-

7.5

2.3

15.0

28.6

19.0

-

9.5

-

4.8

-

-

-

-

-

-

4.8

9.5

42.9

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

50.0

-

50.0

50.0

36.4

10.0

7.3

9.1

3.6

3.6

3.6

2.7

1.8

1.8

-

7.3

0.9

9.1

0 10 20 30 40 50 60

ま だ 利 用 し なくて もよい と思うから

家 族 が 介 護 してく れるか ら

病 院 に 入 院 してい るから

体 調 が よ く なった から

利 用 料 が か かるか ら

利 用 し た い サービ スがな いから

よ い ケ ア マ ネジャ ー(介 護支援専門員)

が 見 つ か ら ないか ら

よ い サ ー ビ ス提供 事業者が見つからな

い か ら

一 時 サ ー ビ ス(住 宅改修など) だけでよ

か っ た か ら

家 族 以 外 に 介護し てもらうことが不安

だ か ら

契 約 す る こ とが不 安だか ら

利 用 し た い が家族 に理解してもらえな

い か ら

そ の 他

わ か ら な い

無 回 答

全体

(n=133)

居宅サービス利用者

(n=21)

施設サービス利用者

(n=2)

サービス未利用者

(n=110)

(%)
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（５）介護を受けている方法（問８-３） 

「介護保険サービスは利用していない」と回答した人に介護を受けている方法をきいたところ、「家

族がすべて介護している」（32.3％）が最も多く、「病院に入院している」（9.8％）、「在宅で一部、

府中市の高齢者保健福祉サービスを利用している」（8.3％）が続いている。 

 

■介護を受けている方法 

 

 

（６）介護保険サービスの利用状況、満足度（問９） 

介護保険サービスについて、居宅サービスの利用状況は「福祉用具の貸与」（37.2％）が最も多く、

「通所介護(デイサービス)」（35.2％）、「訪問介護」（24.1％）が続いている。「満足」と「やや

満足」を合わせた“満足度”は、『福祉用具の貸与』（77.0％）が最も多く、『通所介護(デイサービ

ス)』（74.8％）、『住宅改修費の支給』（73.6％）が続いている。総合的な満足度は 33.8％であり、

評価基準は「自分の希望するサービス(量・時間)が受けられること」（44.6％）が最も多く、「自立

支援に向けたサービスが受けられること」（38.2％）、「緊急時に対応してくれること」（20.4％）

が続いている。 

施設サービスの利用状況は「介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム)」（44.3％）が最も多く、「介

護老人保健施設(老人保健施設)」（22.9％）、「介護療養型医療施設」（3.6％）が続いている。“満

足度”は、『介護療養型医療施設』（85.7％）が最も多く、『介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム)』

（82.4％）、『介護老人保健施設(老人保健施設)』（79.5％）が続いている。総合的な満足度は 23.4％

であり、評価基準は「緊急時に対応してくれること」（57.8％）が最も多く、「質の高いサービスが

受けられること」（32.8％）、「自分の希望するサービス(量・時間)が受けられること」（28.1％）

が続いている。 

地域密着型サービスの利用状況は「地域密着型通所介護」（4.4％）が最も多く、「認知症対応型通

所介護」（2.1％）、「小規模多機能型居宅介護」（1.9％）が続いている。“満足度”は、『定期巡

回・随時対応型訪問介護看護』（92.3％）が最も多く、『認知症対応型通所介護』（90.5％）、『夜

間対応型訪問介護』（88.9％）が続いている。総合的な満足度は 21.9％であり、評価基準は「自分の

希望するサービス(量・時間)が受けられること」（42.7％）が最も多く、「自立支援に向けたサービ

スが受けられること」（34.4％）、「緊急時に対応してくれること」（27.1％）が続いている。 

 

■介護保険サービスの利用状況、満足度 

※グラフ作成中 

 

家族がすべて介

護している

病院に入院

している
その他 無回答

全体

(n=133)

居宅サービス利用者

(n=21)

施設サービス利用者

(n=2)

サービス未利用者

(n=110)

在宅で一部、府中市の

高齢者保健福祉サービス

を利用している

在宅で一部、ボランティアに

よる有償サービスなどを利用している

32.3

14.3

-

36.4

8.3

38.1

-

2.7

0.8

4.8

-

-

9.8

-

50.0

10.9

15.8

9.5

50.0

16.4

33.1

33.3

-

33.6

(%)
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（７）自らが望む生活を送るために今後利用したい介護サービス（問10） 

自らが望む生活を送るために今後利用したい介護サービスについて、居宅サービスは『通所介護(デ

イサービス)』（28.2％）が最も多く、『福祉用具の貸与』（26.4％）、『訪問介護』（24.7％）が続

いている。施設サービスは『介護老人福祉施設(特別養護老人ホーム)』（21.2％）が最も多く、『介

護療養型医療施設』（11.0％）、『介護老人保健施設(老人保健施設)』（9.9％）が続いている。地域

密着型サービスは「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」（9.7％）が最も多く、「夜間対応型訪問介

護」（7.8％）、「認知症対応型通所介護」（6.8％）が続いている。 

 

■自らが望む生活を送るために今後利用したい介護サービス（居宅サービス） 

 

 

通所介護

(デイサービス)

福祉用具の貸与

訪問介護

短期入所生活介護

(ショートステイ)

通所リハビリテーション

(デイケア)

訪問看護

訪問リハビリテ―ション

訪問入浴介護

住宅改修費の支給

特定福祉用具購入

短期入所療養介護

(ショートステイ)

特定施設入居者生活介護

居宅療養管理指導

無回答

28.2

26.4

24.7

18.6

18.5

16.5

15.5

13.4

12.9

9.4

7.0

4.6

4.5

31.7

34.8

30.0

27.7

23.5

21.8

18.3

18.5

15.2

13.3

10.3

8.1

4.6

5.1

22.3

6.3

8.9

6.8

6.8

6.3

6.3

3.6

5.2

4.7

3.1

3.6

7.3

2.1

80.2

20.4

26.2

26.5

9.9

15.3

17.0

13.3

12.9

17.0

10.5

5.4

3.1

4.1

31.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

通 所 介 護 ( デイサ ービス )

福 祉 用 具 の 貸与

訪 問 介 護

短 期 入 所 生 活介護 (ショ ートステイ)

通 所 リ ハ ビ リテー ション (デイケア)

訪 問 看 護

訪 問 リ ハ ビ リテ― ション

訪 問 入 浴 介 護

住 宅 改 修 費 の支給

特 定 福 祉 用 具購入

短 期 入 所 療 養介護 (ショ ートステイ)

特 定 施 設 入 居者生 活介護

居 宅 療 養 管 理指導

無 回 答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

(%)
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■自らが望む生活を送るために今後利用したい介護サービス（施設サービス） 

 

 

■自らが望む生活を送るために今後利用したい介護サービス（地域密着型サービス） 

 

 

 

介護老人福祉施設(特別

養護老人ホーム)

介護療養型医療施設

介護老人保健施設(老人

保健施設)

無回答

21.2

11.0

9.9

63.9

18.6

10.0

9.9

67.8

45.3

10.4

15.1

37.5

14.3

15.0

6.5

68.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

介 護 老 人 福 祉施設 (特別 養護老 人ホー ム)

介 護 療 養 型 医療施 設

介 護 老 人 保 健施設 (老人 保健施 設)

無 回 答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

(%)

定期巡回・随時対応型

訪問介護看護

夜間対応型訪問介護

認知症対応型通所介護

地域密着型通所介護

地域密着型

介護老人福祉施設

入所者生活介護

認知症対応型

共同生活介護

(グループホーム)

小規模多機能型居宅介護

看護小規模多機能型

居宅介護

無回答

9.7

7.8

6.8

6.3

5.4

4.4

3.0

2.7

72.5

9.2

8.3

7.2

6.9

5.0

4.3

3.7

2.8

72.5

2.6

4.7

3.1

3.1

6.8

6.3

1.0

1.0

82.8

16.0

8.5

7.8

6.1

5.8

3.7

2.0

3.7

65.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

定 期 巡 回 ・ 随時対 応型訪 問介護看護

夜 間 対 応 型 訪問介 護

認 知 症 対 応 型通所 介護

地 域 密 着 型 通所介 護

地 域 密 着 型 介護老 人福祉施設入所者生

活 介 護

認 知 症 対 応 型共同 生活介 護(グループ

ホ ー ム )

小 規 模 多 機 能型居 宅介護

看 護 小 規 模 多機能 型居宅 介護

無 回 答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

(%)
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（８）今後生活したいところ（問11） 

今後生活したいところは、「家族などの介護を受けながら自宅で生活したい」（33.8％）が最も多

く、「介護保険居宅サービスを受けながら自宅で生活したい」（27.3％）、「特別養護老人ホームで

暮らしたい」（7.2％）が続いている。 

利用者種別にみると、施設サービス利用者は「特別養護老人ホームで暮らしたい」（30.7％）が最

も多く、「有料老人ホームで暮らしたい」（12.5％）、「介護老人保健施設で暮らしたい」（12.0％）

が続いている。 

 

■今後生活したいところ 

 

 

その他 無回答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

わからない

有料老人ホーム

で暮らしたい

家族などの介護を

受けながら自宅で

生活したい

介護老人保健施

設で暮らしたい

認知症対応型共同生活

介護(グループホーム)

で暮らしたい

介護保険居宅サービスを受

けながら自宅で生活したい

自宅近くでさまざまなサービスが受け

られる小さな施設(小規模多機能型居

宅介護)などを利用しながら生活したい

見守りや生活支援サービスなどのつ

いた高齢者向け住宅(サービス付き高

齢者向け住宅)で暮らしたい

特別養護老人

ホーム

で暮らしたい

33.8

37.1

8.9

39.1

27.3

32.0

7.3

24.8

5.6

5.9

2.1

6.8

4.0

4.3

2.6

3.7

1.8

1.0

6.8

1.4

2.9

1.6

12.0

1.4

7.2

3.7

30.7

3.7

3.3

2.0

12.5

1.4

1.0

0.9

1.6

0.7

6.1

5.3

5.2

9.2

7.0

6.1

10.4

7.8

(%)
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（９）介護保険制度をよりよくするために府中市が力を入れるべきこと（問12） 

介護保険制度をよりよくするために府中市が力を入れるべきことは、「市内に特別養護老人ホーム

や老人保健施設などの介護施設を増やすこと」（34.8％）が最も多く、「サービス利用料を補助する

など利用者の費用負担を軽減する経済的給付を増やすこと」（27.5％）、「家族介護の負担を軽減す

る支援策を充実すること」（26.7％）が続いている。 

利用者種別にみると、施設サービス利用者は「市内に特別養護老人ホームや老人保健施設などの介

護施設を増やすこと」（46.9％）が全体に比べ高くなっている。 

 

■介護保険制度をよりよくするために府中市が力を入れるべきこと 

 

市内に特別養護老人ホームや

老人保健施設などの介護施設

を増やすこと

サービス利用料を補助するなど

利用者の費用負担を軽減する

経済的給付を増やすこと

家族介護の負担を軽減する

支援策を充実すること

ケアマネジャー(介護支援専門

員)やホームヘルパー(訪問介護

員)などの人材を育成すること

サービス事業者の質を

高めること

困ったときに気軽に介護相談が

できる場所を増やすこと

高齢期に住み続けられる、

住まいの施策を充実すること

介護保険サービスをカバーする

市の高齢者保健福祉サービスを

充実すること

健康寿命を伸ばすために、

介護予防のサービスに力を

入れること

身近な地域で介護保険サービス

が受けられる拠点(地域密着型

サービス)を増やすこと

地域包括支援センターの

機能を充実すること

地域全体で介護を支援する

仕組みづくりを行うこと

介護支援ボランティアポイント

制度などの新しい仕組みを

考えること

住民が中心となって介護予防や

サービス提供の取組を

推進すること

介護保険についての市民向けの

勉強会などを実施すること

その他

わからない

無回答

34.8

27.5

26.7

24.6

21.7

18.2

12.1

10.7

9.5

8.9

7.0

4.6

3.1

2.5

2.4

1.8

5.5

10.3

33.9

27.6

26.9

27.6

22.8

17.1

11.1

11.0

9.9

8.9

6.7

4.0

2.8

2.1

2.4

2.1

5.3

9.5

46.9

28.6

26.0

23.4

22.4

17.7

10.9

10.9

10.4

9.4

4.7

7.3

5.7

2.1

2.1

2.1

3.6

8.3

29.6

26.2

26.5

15.3

17.7

22.1

16.3

9.5

7.8

8.5

9.2

4.8

2.4

3.7

2.4

0.7

7.1

14.3

0 10 20 30 40 50

市 内 に 特 別 養護老 人ホームや老人保健

施 設 な ど の 介護施 設を増 やすこ と

サ ー ビ ス 利 用料を 補助するなど利用者

の 費 用 負 担 を軽減 する経済的給付を増

や す こ と

家 族 介 護 の 負担を 軽減する支援策を充

実 す る こ と

ケ ア マ ネ ジ ャー( 介護支 援専門員) や

ホ ー ム ヘ ル パー( 訪問介護員) などの人

材 を 育 成 す ること

サ ー ビ ス 事 業者の 質を高 めるこ と

困 っ た と き に気軽 に介護相談ができる

場 所 を 増 や すこと

高 齢 期 に 住 み続け られる、住まいの施

策 を 充 実 す ること

介 護 保 険 サ ービス をカバーする市の高

齢 者 保 健 福 祉サー ビスを充実すること

健 康 寿 命 を 伸ばす ために、介護予防の

サ ー ビ ス に 力を入 れるこ と

身 近 な 地 域 で介護 保険サービスが受け

ら れ る 拠 点 (地域 密着型サービス) を増

や す こ と

地 域 包 括 支 援セン ター※２の機能を充

実 す る こ と

地 域 全 体 で 介護を 支援する仕組みづく

り を 行 う こ と

介 護 支 援 ボ ランテ ィアポイント制度な

ど の 新 し い 仕組み を考え ること

住 民 が 中 心 となっ て介護予防やサービ

ス 提 供 の 取 組を推 進する こと

介 護 保 険 に ついて の市民向けの勉強会

な ど を 実 施 するこ と

そ の 他

わ か ら な い

無 回 答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

(%)
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６ 利用者本位のサービスのあり方について 

（１）現在のケアプランの満足度（問13） 

「介護保険サービスは利用していない」以外を回答した人に現在のケアプランの満足度をきいたとこ

ろ、「満足している」（29.0％）が最も多く、「やや満足している」（21.9％）、「ふつう」（16.8％）

が続いている。「満足している」と「やや満足している」を合わせた“満足”は 50.9％、「やや不満

である」と「不満である」を合わせた“不満”は 6.3％となっている。 

 

■現在のケアプランの満足度 

 

 

やや不満である

満足している ふつう 不満である 無回答

全体

(n=1,312)

居宅サービス利用者

(n=952)

施設サービス利用者

(n=182)

サービス未利用者

(n=178)

やや満足している

29.0

31.0

31.9

15.2

21.9

24.2

20.3

11.2

16.8

16.7

19.2

15.2

4.9

5.5

5.5

1.1

1.4

1.2

1.1

2.8

26.1

21.5

22.0

54.5

(%)
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（２）ケアプランの不満の内容（問13-1） 

“不満”と回答した人にケアプランの不満の内容をきいたところ、「サービスに制限が多い」（57.3％）

が最も多く、「サービスの種類が希望より少ない」（34.1％）、「サービスの時間帯が希望通りでな

い」（29.3％）が続いている。 

 

■ケアプランの不満の内容 

 
 

（３）ケアマネジャーに対する満足度（問14） 

ケアマネジャーに対する満足度は、「満足している」（46.0％）が最も多く、「ふつう」（18.3％）、

「やや満足している」（16.1％）が続いている。「満足している」と「やや満足している」を合わせ

た“満足”は 62.1％、「やや不満である」と「不満である」を合わせた“不満”は 5.2％となってい

る。 

 

■ケアマネジャーに対する満足度 

 

サービスに制限が多い

サービスの種類が

希望より少ない

サービスの時間帯が

希望通りでない

利用しても身体機能など

が改善しない

サービスの回数が

希望より少ない

サービスの種類が

希望より多すぎる

サービスの回数が

希望より多すぎる

その他

無回答

57.3

34.1

29.3

29.3

24.4

-

-

12.2

2.4

65.1

31.7

34.9

25.4

25.4

-

-

11.1

1.6

33.3

50.0

8.3

50.0

25.0

-

-

-

-

28.6

28.6

14.3

28.6

14.3

-

-

42.9

14.3

0 10 20 30 40 50 60 70

サ ー ビ ス に 制限が 多い

サ ー ビ ス の 種類が 希望よ り少な い

サ ー ビ ス の 時間帯 が希望 通りでない

利 用 し て も 身体機 能などが改善しない

サ ー ビ ス の 回数が 希望よ り少な い

サ ー ビ ス の 種類が 希望よ り多すぎる

サ ー ビ ス の 回数が 希望よ り多すぎる

そ の 他

無 回 答

全体

(n=82)
居宅サービス利用者

(n=63)
施設サービス利用者

(n=12)
サービス未利用者

(n=7)

(%)

不満である

満足している ふつう 無回答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

やや満足している

やや不満である

46.0

52.6

39.1

28.6

16.1

18.0

18.8

7.8

18.3

16.2

19.8

24.5

3.6

3.9

3.6

2.7

1.6

1.7

0.5

2.0

14.3

7.5

18.2

34.4

(%)
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（４）ケアマネジャーについての評価（問15） 

ケアマネジャーについての評価について、「そう思う」は『ケアプラン(又は介護予防ケアプラン)

作成前に話をよく聞いてくれた』（61.7％）が最も多く、『月１回程度、定期的に訪問して様子を見

てくれる』（56.4％）、『サービス提供事業者との連絡や調整をしてくれる』（55.7％）が続いてい

る。 

 

■ケアマネジャーについての評価 

 
 

どちらともいえない

そう思う そう思わない 無回答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

⑤

ケアプラン

(または介護

予防ケアプ

ラン)作成後

も相談に

のってくれる

①

ケアプラン

(又は介護予

防ケアプラ

ン)作成前に

話をよく聞い

てくれた

②

サービス提

供事業者の

情報を提供

してくれる

③

サービス提

供事業者と

の連絡や調

整をしてくれ

る

④

介護保険以

外の市の

サービスな

どの情報も

提供してくれ

る

61.7

69.8

55.2

38.8

47.0

52.6

42.7

31.0

55.7

64.7

45.8

32.0

30.6

33.9

29.7

20.1

51.2

60.4

47.4

22.8

12.9

12.9

16.7

10.2

19.4

20.9

24.0

11.6

13.3

12.0

19.8

13.3

27.1

29.8

28.1

17.7

14.5

14.0

16.1

15.0

2.6

2.7

1.6

3.1

5.1

5.2

4.2

5.4

3.2

2.8

3.6

4.4

10.4

10.7

9.9

9.9

4.9

4.5

5.2

6.1

22.8

14.6

26.6

48.0

28.5

21.3

29.2

52.0

27.8

20.5

30.7

50.3

31.8

25.6

32.3

52.4

29.4

21.1

31.3

56.1

(%)
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どちらともいえない

そう思う そう思わない 無回答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

⑥

月１回程度、

定期的に訪

問して様子

を見てくれる

⑦

サービス内

容の見直し

について提

案してくれる

⑧

ケアプラン

以外の介護

や生活全般

のことも相

談にのってく

れる

⑨

サービス提

供事業者に

不満、意見

や要望を伝

えてくれる

56.4

70.8

35.4

22.1

43.4

51.1

41.1

19.0

39.8

46.5

40.1

17.3

36.5

43.7

30.7

16.0

11.1

9.1

19.8

12.2

19.5

20.3

19.8

16.7

23.1

24.8

21.4

18.7

24.3

24.9

28.6

19.7

5.7

3.8

6.3

11.6

6.7

6.3

6.8

7.8

7.1

7.2

5.7

7.5

6.0

5.7

6.8

6.5

26.8

16.3

38.5

54.1

30.5

22.3

32.3

56.5

30.0

21.5

32.8

56.5

33.2

25.7

33.9

57.8

(%)
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７ 高齢者の権利擁護について 

（１）高齢者の権利や生活を守るための制度や相談窓口の認知度（問16） 

高齢者の権利や生活を守るための制度や相談窓口の認知度は、「担当のケアマネジャー(介護支援専

門員)」（58.6％）が最も多く、「地域包括支援センター」（55.6％）、「成年後見制度」（41.5％）

が続いている。 

利用者種別にみると、施設サービス利用者は「成年後見制度」（53.1％）が全体に比べ高くなって

いる。 

 

■高齢者の権利や生活を守るための制度や相談窓口の認知度 

 

 

担当のケアマネジャー

(介護支援専門員)

地域包括支援センター

成年後見制度

市の相談窓口

社会福祉協議会

(ふれあい

福祉相談室など)

消費生活相談室

高齢者虐待防止法

高齢者見守り

ネットワーク

(危機去れシステム)

日常生活自立支援事業

権利擁護センター

ふちゅう

知っているものはない

無回答

58.6

55.6

41.5

41.2

33.3

17.2

11.1

10.5

8.2

3.6

5.5

10.8

66.5

56.0

40.7

39.9

34.8

16.3

11.4

10.0

8.9

3.4

5.3

9.5

49.0

54.7

53.1

43.2

33.9

22.4

12.0

11.5

8.3

5.2

5.2

11.5

38.8

54.8

36.7

44.2

28.2

17.0

9.5

11.6

6.1

3.4

6.1

14.6

0 10 20 30 40 50 60 70

担 当 の ケ ア マネジ ャー( 介護支援専門

員 )

地 域 包 括 支 援セン ター

成 年 後 見 制 度

市 の 相 談 窓 口

社 会 福 祉 協 議会( ふれあい福祉相談室な

ど )

消 費 生 活 相 談室

高 齢 者 虐 待 防止法

高 齢 者 見 守 りネッ トワーク(危機去れシ

ス テ ム )

日 常 生 活 自 立支援 事業

権 利 擁 護 セ ンター ふちゅ う

知 っ て い る ものは ない

無 回 答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

(%)
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（２）周囲で困っている人（本人を含む）（問17） 

周囲で困っている人（本人を含む）は、「いない」（35.0％）が最も多い。困っている人の中では、

「あなたご本人」（21.9％）が最も多く、「配偶者」（4.4％）、「子ども」（2.7％）が続いている。 

利用者種別にみると、全体的に施設サービス利用者が高くなっている。 

 

■周囲で困っている人（本人を含む） 

 

 

あなたご本人

配偶者

子ども

親族

知人

近隣の人

その他

いない

無回答

21.9

4.4

2.7

1.6

1.3

1.2

0.6

35.0

35.9

21.5

4.0

2.2

1.6

1.0

0.9

0.6

35.8

35.8

27.1

6.8

5.2

2.6

2.6

2.1

-

37.0

26.6

19.7

4.1

2.7

1.0

1.4

1.4

1.0

31.3

42.5

0 10 20 30 40 50

あ な た ご 本 人

配 偶 者

子 ど も

親 族

知 人

近 隣 の 人

そ の 他

い な い

無 回 答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

(%)
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（３）困っていること（問17-1） 

周囲で困っている人（本人を含む）がいると回答した人に困っていることをきいたところ、「行政

や金融機関などへの窓口手続ができない」（59.4％）が最も多く、「金銭管理ができない」（52.3％）、

「土地の権利書など重要書類の管理ができない」（37.3％）が続いている。 

利用者種別にみると、全体的に施設サービス利用者が高くなっている。 

 

■困っていること 

 

 

 

８ 高齢者保健福祉サービスについて 

（１）高齢者保健福祉サービスに関する利用状況、利用意向（問18） 

※整理中 

 

■高齢者保健福祉サービスに関する利用状況、利用意向 

 

 

行政や金融機関などへの

窓口手続ができない

金銭管理ができない

土地の権利書など

重要書類の

管理ができない

福祉サービスの利用に

対する苦情が言えない

悪質商法にだまされた

その他

無回答

59.4

52.3

37.3

20.7

9.4

8.7

19.7

59.1

50.9

35.5

19.7

8.6

8.6

21.5

68.6

67.1

48.6

28.6

15.7

4.3

10.0

51.9

44.2

33.8

16.9

6.5

13.0

22.1

0 10 20 30 40 50 60 70 80

行 政 や 金 融 機関な どへの 窓口手 続がで きない

金 銭 管 理 が できな い

土 地 の 権 利 書など 重要書 類の管 理がで きない

福 祉 サ ー ビ スの利 用に対 する苦 情が言 えない

悪 質 商 法 に だまさ れた

そ の 他

無 回 答

全体

(n=426)

居宅サービス利用者

(n=279)

施設サービス利用者

(n=70)

サービス未利用者

(n=77)

(%)



２．要支援・要介護認定者調査 

72 

（２）民間サービスの利用状況（問19） 

民間サービスの利用状況は、「民間の食事宅配サービス」（11.2％）が最も多く、「民間の有償家

事援助サービス」（3.3％）、「福祉有償運送・移送サービス」（3.1％）が続いている。 

 

■民間サービスの利用状況 

 

 

民間の

食事宅配サービス

民間の

有償家事援助サービス

福祉有償運送・

移送サービス

民間の緊急通報・

見守り支援サービス

社会福祉協議会の

有償在宅福祉サービス

社会福祉協議会の

権利擁護事業

(日常生活自立支援事業)

はいかい高齢者

探索サービス

その他

民間サービスは

利用していない

無回答

11.2

3.3

3.1

2.9

2.7

0.7

0.3

2.9

46.9

32.0

13.5

4.0

3.6

3.5

3.7

0.9

0.5

2.4

45.3

30.9

3.6

3.6

3.1

-

0.5

1.0

-

4.7

55.2

31.8

8.5

1.0

1.7

2.7

1.0

-

-

3.4

46.9

36.1

0 10 20 30 40 50 60

民 間 の 食 事 宅配サ ービス

民 間 の 有 償 家事援 助サー ビス

福 祉 有 償 運 送・移 送サー ビス

民 間 の 緊 急 通報・ 見守り支援サービス

社 会 福 祉 協 議会の 有償在宅福祉サービ

ス

社 会 福 祉 協 議会の 権利擁護事業(日常生

活 自 立 支 援 事業)

は い か い 高 齢者探 索サー ビス

そ の 他

民 間 サ ー ビ スは利 用して いない

無 回 答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

(%)
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（３）府中市が優先して取り組むべきサービス（問20） 

府中市が優先して取り組むべきサービスは、「特別養護老人ホームや老人保健施設など施設サービ

スを充実させること」（31.7％）が最も多く、「家族介護者への支援制度を充実すること」（30.8％）、

「訪問介護やデイサービスなど介護保険居宅サービスを充実させること」（26.7％）が続いている。 

利用者種別にみると、施設サービス利用者は「特別養護老人ホームや老人保健施設など施設サービ

スを充実させること」（53.6％）が全体に比べ高くなっている。 

 

■府中市が優先して取り組むべきサービス 

 

特別養護老人ホームや老人保健施設

など施設サービスを充実させること

家族介護者への

支援制度を充実すること

訪問介護やデイサービスなど介護保険

居宅サービスを充実させること

認知症など病気や障害を持つ

高齢者への対策を充実すること

道路の段差解消や公共的な建物への

エレベーターの設置など、高齢者に

やさしいまちづくりを推進すること

介護予防サービスを充実すること

有料老人ホームやサービス付き

高齢者向け住宅などの高齢者向けの

住宅を整備すること

生きがいづくりを推進すること

(ボランティア、文化・

スポーツ活動の促進など)

住宅改修を支援すること

保健･福祉サービスに関する

人材を育成すること

(保健師、介護職員など)

高齢者が働く場所を確保すること

健康教育、健康相談、健康診査などの

保健事業や医療体制を充実させること

保健･福祉関係の相談を受ける

窓口を充実させること

世代間の交流･相互理解を

促進すること

健康づくりを推進すること

(健康教室の開催･

スポーツ活動の促進など)

ボランティアの育成、ＮＰＯの

支援など民間活動を支援すること

その他

特にない

無回答

31.7

30.8

26.7

20.4

20.2

15.5

10.8

10.2

8.4

8.3

6.5

4.9

4.0

3.8

2.9

2.8

1.5

5.4

13.4

30.1

32.4

31.5

18.8

20.8

15.9

10.7

9.6

8.2

8.0

5.8

4.9

3.8

3.7

2.1

3.0

1.3

5.9

12.4

53.6

32.8

11.5

29.7

14.6

16.1

10.9

9.4

3.1

9.4

11.5

1.6

2.6

2.1

4.2

3.6

2.1

2.6

14.6

22.8

24.1

20.7

20.1

21.8

13.9

11.2

12.6

12.6

8.8

5.8

7.1

5.4

5.4

4.8

1.7

1.7

5.4

15.6

0 10 20 30 40 50 60

特 別 養 護 老 人ホー ムや老人保健施設な

ど 施 設 サ ー ビスを 充実さ せるこ と

家 族 介 護 者 への支 援制度を充実するこ

と

訪 問 介 護 や デイサ ービスなど介護保険

居 宅 サ ー ビ スを充 実させ ること

認 知 症 な ど 病気や 障害を持つ高齢者へ

の 対 策 を 充 実する こと

道 路 の 段 差 解消や 公共的な建物へのエ

レ ベ ー タ ー の設置 など、高齢者にやさ

し い ま ち づ くりを 推進す ること

介 護 予 防 サ ービス を充実 するこ と

有 料 老 人 ホ ームや サービス付き高齢者

向 け 住 宅 な どの高 齢者向けの住宅を整

備 す る こ と

生 き が い づ くりを 推進すること(ボラン

テ ィ ア 、 文 化・ス ポーツ活動の促進な

ど )

住 宅 改 修 を 支援す ること

保 健 ･ 福 祉 サー ビスに関する人材を育成

す る こ と ( 保健師 、介護 職員な ど)

高 齢 者 が 働 く場所 を確保 するこ と

健 康 教 育 、 健康相 談、健康診査などの

保 健 事 業 や 医療体 制を充実させること

保 健 ･ 福 祉 関係 の相談を受ける窓口を充

実 さ せ る こ と

世 代 間 の 交 流･ 相互理解を促進すること

健 康 づ く り を推進 すること(健康教室の

開 催 ･ ス ポ ーツ 活動の 促進な ど)

ボ ラ ン テ ィ アの育 成、ＮＰＯの支援な

ど 民 間 活 動 を支援 するこ と

そ の 他

特 に な い

無 回 答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

(%)
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９ 認知症について 

（１）認知症について知っていること（問21） 

認知症について知っていることは、「認知症は、脳の病気を原因疾患とし、誰にでも起こりうるも

のであること」（67.6％）が最も多く、「認知症の症状には、記憶障害や時間・場所がわからなくな

るなど共通の症状と、妄想、幻覚、徘徊など個人差のある症状があること」（66.6％）、「認知症は

高齢期だけでなく、若い世代でも発症する若年性認知症があること」（61.7％）が続いている。 

 

■認知症について知っていること 

 
 

認知症は、脳の病気を原因疾患とし、

誰にでも起こりうるものであること

認知症の症状には、記憶障害や時間・場所が

わからなくなるなど共通の症状と、妄想、幻

覚、徘徊など個人差のある症状があること

認知症は高齢期だけでなく、

若い世代でも発症する

若年性認知症があること

認知症は早期に発見することにより、

進行を遅らせることができること

認知症の抑制には、食生活や生活習慣などで

改善の効果があると認められていること

どれも知らなかった

無回答

67.6

66.6

61.7

58.6

34.8

6.3

13.8

67.7

66.7

61.8

58.8

35.6

6.5

13.6

68.8

67.2

67.7

57.3

35.9

7.3

13.0

66.3

66.0

57.5

58.8

31.6

5.1

15.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

認 知 症 は 、 脳の病 気を原 因疾患 とし、 誰にで も起こ りうる もので あるこ と

認 知 症 の 症 状には 、記憶 障害や 時間・ 場所が わから なくな るなど 共通の 症状と 、妄想 、幻覚 、徘徊 など個 人差の ある症 状があ ること

認 知 症 は 高 齢期だ けでな く、若 い世代 でも発 症する 若年性 認知症 がある こと

認 知 症 は 早 期に発 見する ことに より、 進行を 遅らせ ること ができ ること

認 知 症 の 抑 制には 、食生 活や生 活習慣 などで 改善の 効果が あると 認めら れてい ること

ど れ も 知 ら なかっ た

無 回 答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

(%)
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（２）認知症予防啓発活動への参加・認知状況（問22） 

認知症予防啓発活動について、「参加したことがある」「現在参加している」を合わせた“参加状

況”は、『認知症サポーター｢ささえ隊｣養成講座』が 3.4％、『認知症に関する講演会やシンポジウ

ム』が 4.7％となっている。「参加したことがある」「現在参加している」「知っているが参加した

ことがない」を合わせた“認知度”は、『認知症サポーター｢ささえ隊｣養成講座』が 24.1％、『認知

症に関する講演会やシンポジウム』が 30.9％となっている。 

 

■認知症予防啓発活動への参加・認知状況 

 
 

（３）認知症になっても住み慣れた家で暮らしたいか（問23） 

認知症になっても住み慣れた家で暮らしたいかは、「できることならば住み慣れた家で暮らし続け

たい」（36.8％）が最も多く、「適切な施設があれば入所したい」（22.2％）、「どうしても住み慣

れた家で暮らし続けたい」（15.8％）が続いている。 

 

■認知症になっても住み慣れた家で暮らしたいか 

 
 

 

 

知らない 参加したくない 無回答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

①

認知症

サポーター

｢ささえ隊｣

養成講座

②

認知症に

関する

講演会や

シンポ

ジウム

参加したことがある

現在参加している

知っているが参加したことがない

3.1

3.2

3.1

3.1

4.4

4.3

5.2

4.1

0.3

0.4

-

0.3

0.3

0.5

-

-

20.7

20.5

24.0

19.4

26.2

26.0

27.6

25.9

49.8

50.2

53.6

46.3

41.2

41.5

46.9

36.4

7.0

7.7

4.7

6.1

7.7

8.4

5.7

6.8

19.0

18.0

14.6

24.8

20.2

19.4

14.6

26.9

(%)

適切な施設があれ

ば入所したい
わからない 無回答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

できることならば住み慣れた家

で暮らし続けたい

どうしても住み慣れた家

で暮らし続けたい

15.8

18.1

3.1

16.3

36.8

39.2

21.4

38.8

22.2

20.4

39.6

16.7

12.5

11.7

16.1

12.6

12.7

10.5

19.8

15.6

(%)
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（４）認知症になっても住み慣れた地域で生活するために必要なこと（問24） 

認知症になっても住み慣れた地域で生活するために必要なことは、「認知症の高齢者や家族を支援

する福祉サービスの充実」（54.3％）が最も多く、「認知症対応型通所介護(認知症高齢者が施設に通

い本人にあった活動に参加する)・ショートステイなどの整備」（37.5％）、「地域による見守りや支

援体制の充実」（36.4％）が続いている。 

利用者種別にみると、施設サービス利用者は「特別養護老人ホームなどの整備」（53.6％）、「認

知症対応型共同生活介護(グループホーム)などの専門的な施設の整備」（39.6％）が全体に比べ高く

なっている。 

 

■認知症になっても住み慣れた地域で生活するために必要なこと 

 
 

認知症の高齢者や家族を支援する

福祉サービスの充実

認知症対応型通所介護(認知症高齢者が

施設に通い本人にあった活動に参加

する)・ショートステイなどの整備

地域による見守りや支援体制の充実

認知症の相談窓口や相談体制の整備

特別養護老人ホームなどの整備

認知症ケアに関する専門職の育成

認知症対応型共同生活介護

(グループホーム)などの

専門的な施設の整備

認知症についての啓発活動の充実

その他

無回答

54.3

37.5

36.4

33.3

32.5

30.1

25.4

16.0

2.1

17.1

55.6

38.7

36.0

32.4

29.6

30.0

24.5

16.8

2.2

16.4

49.5

35.9

35.9

29.7

53.6

29.7

39.6

13.0

2.6

18.2

53.4

34.4

38.1

38.4

28.6

31.0

19.4

15.3

1.4

18.7

0 10 20 30 40 50 60

認 知 症 の 高 齢者や 家族を支援する福祉

サ ー ビ ス の 充実

認 知 症 対 応 型通所介護( 認知症高齢者が

施 設 に 通 い 本人に あった活動に参加す

る ) ・ シ ョ ートス テイな どの整 備

地 域 に よ る 見守り や支援 体制の充実

認 知 症 の 相 談窓口 や相談 体制の整備

特 別 養 護 老 人ホー ムなど の整備

認 知 症 ケ ア に関す る専門 職の育 成

認 知 症 対 応 型共同 生活介 護(グループ

ホ ー ム ) な どの専 門的な 施設の 整備

認 知 症 に つ いての 啓発活 動の充 実

そ の 他

無 回 答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

(%)
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10 日ごろの生活について 

（１）幸福度（問25） 

幸福度は、「８点」（18.4％）が最も多く、「５点」（17.5％）、「10点」（14.0％）が続いてい

る。５点以上で 78.5％を占めており、平均 6.9点となっている。 

 

■幸福度 

 
 

０点 ２点 ４点

１点 ３点 ５点 ６点 ７点 ８点 ９点 10点 無回答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

1.1

1.0

0.5

1.7

0.7

0.7

1.0

0.7

1.2

1.0

1.0

1.7

3.4

3.4

3.1

3.7

2.9

3.0

2.6

3.1

17.5

17.0

21.9

16.0

8.9

9.2

9.4

7.8

12.3

12.7

12.5

10.5

18.4

17.6

19.8

20.1

7.4

8.3

2.1

8.2

14.0

15.2

8.3

13.9

12.1

10.9

17.7

12.6

(%)
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（２）日常生活が不自由になったとき地域の人たちにしてほしい手助け（問26） 

日常生活が不自由になったとき地域の人たちにしてほしい手助けは、「安否確認など」（35.0％）

が最も多く、「災害時の手助け」（31.8％）、「炊事・洗濯・掃除などの家事」（28.5％）が続いて

いる。 

 

■日常生活が不自由になったとき地域の人たちにしてほしい手助け 

 
 

 

安否確認など

災害時の手助け

炊事・洗濯・掃除など

の家事

ちょっとした買い物

介護などの相談相手

外出の付添い

電球交換や簡単な

大工仕事

趣味など世間話の相手

ゴミ出し・雨戸の

開け閉め

子どもや介護が必要な

家族などの預かり

その他

特にない

無回答

35.0

31.8

28.5

22.1

18.1

17.9

12.3

10.8

7.8

2.6

1.3

10.2

12.3

32.8

32.6

30.1

22.4

17.4

17.0

12.8

11.6

8.8

2.4

1.3

10.6

11.2

38.5

25.5

26.0

18.8

17.2

20.3

8.9

8.3

5.2

4.7

1.0

10.4

17.7

40.1

33.0

24.8

23.1

20.7

19.0

12.9

9.5

6.5

1.7

1.4

8.8

12.2

0 10 20 30 40 50

安 否 確 認 な ど

災 害 時 の 手 助け

炊 事 ・ 洗 濯 ・掃除 などの 家事

ち ょ っ と し た買い 物

介 護 な ど の 相談相 手

外 出 の 付 添 い

電 球 交 換 や 簡単な 大工仕 事

趣 味 な ど 世 間話の 相手

ゴ ミ 出 し ・ 雨戸の 開け閉 め

子 ど も や 介 護が必 要な家族などの預か

り

そ の 他

特 に な い

無 回 答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

(%)
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（３）地域の支え合いとしてできること（問27） 

地域の支え合いとしてできることは、「安否確認など」（31.6％）が最も多く、「趣味など世間話

の相手」（17.2％）、「災害時の手助け」（12.1％）が続いている。 

利用者種別にみると、サービス未利用者は「安否確認など」（40.5％）が全体に比べ高くなってい

る。 

 

■地域の支え合いとしてできること 

 
 

 

安否確認など

趣味など世間話の相手

災害時の手助け

ちょっとした買い物

介護などの相談相手

外出の付添い

炊事・洗濯・掃除など

の家事

ゴミ出し・雨戸の

開け閉め

電球交換や簡単な

大工仕事

子どもや介護が必要な

家族などの預かり

その他

特にない

無回答

31.6

17.2

12.1

12.0

10.7

5.9

5.3

5.0

2.6

1.2

3.1

33.0

16.6

30.1

17.0

11.1

10.5

10.7

5.3

5.4

5.3

3.1

1.2

3.3

36.3

14.9

26.0

13.0

15.1

15.1

6.8

6.8

3.6

4.7

1.6

0.5

4.2

31.3

22.4

40.5

20.4

13.6

15.0

13.3

7.1

6.1

4.4

1.7

1.4

1.7

23.1

18.4

0 10 20 30 40 50

安 否 確 認 な ど

趣 味 な ど 世 間話の 相手

災 害 時 の 手 助け

ち ょ っ と し た買い 物

介 護 な ど の 相談相 手

外 出 の 付 添 い

炊 事 ・ 洗 濯 ・掃除 などの 家事

ゴ ミ 出 し ・ 雨戸の 開け閉 め

電 球 交 換 や 簡単な 大工仕 事

子 ど も や 介 護が必 要な家族などの預か

り

そ の 他

特 に な い

無 回 答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

(%)
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（４）これから参加したい活動（問28） 

これから参加したい活動は、「自分の楽しみが得られる活動」（28.2％）が最も多く、「生きがい

や健康づくりができる活動」（21.1％）、「仲間づくりや親しい友人ができる活動」（18.0％）が続

いている。 

 

■これから参加したい活動 

 
 

 

自分の楽しみが

得られる活動

生きがいや

健康づくりができる活動

仲間づくりや

親しい友人ができる活動

興味ある知識や

教養が得られる活動

隣近所の人と

協力し合える活動

余暇時間を

充実させる活動

自分の知識や経験を

生かせる活動

地域や社会に役立つ活動

家庭生活を豊かにする

家族ぐるみの活動

行政への協力や地域自治

にかかわる活動

その他

特にない

無回答

28.2

21.1

18.0

14.7

13.4

11.1

9.9

7.1

6.4

2.3

1.3

28.8

19.6

29.7

21.0

18.3

15.6

13.5

11.8

10.7

6.8

6.8

2.5

1.3

30.6

16.9

23.4

16.1

15.1

14.1

8.9

14.1

10.4

6.8

4.2

3.6

1.0

31.8

21.9

26.5

24.5

18.7

12.2

16.3

6.8

6.8

8.2

6.5

0.7

1.4

21.1

27.2

0 10 20 30 40

自 分 の 楽 し みが得 られる 活動

生 き が い や 健康づ くりが できる活動

仲 間 づ く り や親し い友人ができる活動

興 味 あ る 知 識や教 養が得 られる活動

隣 近 所 の 人 と協力 し合え る活動

余 暇 時 間 を 充実さ せる活 動

自 分 の 知 識 や経験 を生か せる活 動

地 域 や 社 会 に役立 つ活動

家 庭 生 活 を 豊かに する家族ぐるみの活

動

行 政 へ の 協 力や地 域自治にかかわる活

動

そ の 他

特 に な い

無 回 答

全体

(n=1,467)

居宅サービス利用者

(n=981)

施設サービス利用者

(n=192)

サービス未利用者

(n=294)

(%)
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（５）市の高齢者保健福祉サービスや介護保険制度についての意見・要望〈自由回答〉（問

29） 

※整理中 

 

 

11 主な介護者の状況や意向について 

（１）主な介護者（問30） 

主な介護者は、「配偶者」（34.6％）が最も多く、「娘」（23.6％）、「息子」（12.4％）が続い

ている。 

 

■主な介護者 

 

 

（２）主な介護者の年齢（問31） 

主な介護者の年齢は、「50歳代」（20.3％）が最も多く、「60～64歳」（11.9％）、「65～69歳」

（11.1％）が続いている。 

 

■主な介護者の年齢 

 

 

 

その他

配偶者 娘 息子 親 孫 無回答

全体

(n=988)

居宅サービス利用者

(n=770)

施設サービス利用者

(n=19)

サービス未利用者

(n=199)

その他の親族

娘・息子の配偶者

兄弟・姉妹

34.6

34.5

26.3

35.7

23.6

24.2

21.1

21.6

12.4

13.0

21.1

9.5

9.1

9.6

15.8

6.5

1.7

1.7

-

2.0

1.6

1.8

-

1.0

0.3

0.3

-

0.5

0.5

0.4

-

1.0

2.9

3.0

-

3.0

13.2

11.6

15.8

19.1

(%)

無回答

全体

(n=988)

居宅サービス利用者

(n=770)

施設サービス利用者

(n=19)

サービス未利用者

(n=199)

30歳未満

30歳代 50歳代

40歳代 60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳 85～89歳

80～84歳 90～94歳

95歳以上

0.3

0.1

-

1.0

1.4

1.7

-

0.5

6.9

6.8

5.3

7.5

20.3

20.0

31.6

20.6

11.9

13.8

10.5

5.0

11.1

12.7

5.3

5.5

8.3

8.1

10.5

9.0

9.7

9.4

5.3

11.6

10.7

9.9

10.5

14.1

4.9

4.8

-

5.5

1.2

1.3

5.3

0.5

0.3

0.4

-

-

12.9

11.2

15.8

19.1

(%)
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（３）主な介護者の居住地（問32） 

主な介護者の居住地は、「同じ住宅」（63.2％）が最も多く、「府中市内」（14.4％）、「東京都

内」（5.4％）が続いている。 

 

■主な介護者の居住地 

 

 

（４）介護している期間（問33） 

介護している期間は、「３年以上５年未満」（21.9％）が最も多く、「５年以上 10年未満」（19.1％）、

「１年以上３年未満」（18.1％）が続いている。 

 

■介護している期間 

 

 

府中市内 東京都外

同じ住宅 同じ町内 東京都内 無回答

全体

(n=988)

居宅サービス利用者

(n=770)

施設サービス利用者

(n=19)

サービス未利用者

(n=199)

同じ住宅ではないが同じ敷地

63.2

65.1

52.6

56.8

1.9

2.1

-

1.5

0.9

1.0

-

0.5

14.4

14.2

26.3

14.1

5.4

5.1

5.3

6.5

2.6

2.5

-

3.5

11.6

10.1

15.8

17.1

(%)

１年未満 10年以上 無回答

全体

(n=988)

居宅サービス利用者

(n=770)

施設サービス利用者

(n=19)

サービス未利用者

(n=199)

１年以上３年未満

３年以上５年未満

５年以上10年未満

8.5

6.6

-

16.6

18.1

18.2

15.8

18.1

21.9

22.9

31.6

17.1

19.1

20.3

15.8

15.1

15.7

17.7

21.1

7.5

16.7

14.4

15.8

25.6

(%)
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（５）１日に介護している平均時間（問34） 

１日に介護している平均時間は、「決まっていない」（32.6％）が最も多く、「１～４時間未満」

（15.1％）、「10時間以上」（7.9％）が続いている。 

 

■１日に介護している平均時間 

 

 

（６）被介護者が生活するのによいところ（問35） 

被介護者が生活するのによいところは、「家族などの介護を受けながら自宅で生活する」（37.0％）

が最も多く、「介護保険居宅サービスを受けながら自宅で生活する」（24.9％）、「自宅近くでさま

ざまなサービスが受けられる小さな施設(小規模多機能型居宅介護)などを利用しながら生活する」

（6.2％）が続いている。 

 

■被介護者が生活するのによいところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１時間未満 10時間以上 無回答

全体

(n=988)

居宅サービス利用者

(n=770)

施設サービス利用者

(n=19)

サービス未利用者

(n=199)

１～４時間未満

４～６時間未満

６～10時間未満 １日中かかりきり

決まっていない

5.5

5.3

10.5

5.5

15.1

16.2

-

12.1

7.5

8.2

5.3

5.0

6.3

6.6

10.5

4.5

7.9

9.2

-

3.5

7.8

8.3

5.3

6.0

32.6

31.8

42.1

34.7

17.4

14.3

26.3

28.6

(%)

その他 無回答

全体

(n=988)

居宅サービス利用者

(n=770)

施設サービス利用者

(n=19)

サービス未利用者

(n=199)

介護保険居宅サービスを受

けながら自宅で生活する

介護老人保健施

設で暮らす

家族などの介護を受けなが

ら自宅で生活する

見守りや生活支援サービスなどのつ

いた高齢者向け住宅(サービス付き高

齢者向け住宅)で暮らす

特別養護老人

ホーム

で暮らす
有料老人ホーム

で暮らす

自宅近くでさまざまなサービスが受け

られる小さな施設(小規模多機能型居

宅介護)などを利用しながら生活する

認知症対応型共同生活

介護(グループホーム)

で暮らす わからない

37.0

36.1

21.1

42.2

24.9

27.8

5.3

15.6

6.2

7.0

-

3.5

3.0

3.1

5.3

2.5

1.3

1.2

10.5

1.0

2.5

2.2

15.8

2.5

5.8

6.0

15.8

4.0

1.1

1.0

-

1.5

1.6

1.3

-

3.0

6.5

6.1

5.3

8.0

10.0

8.2

21.1

16.1

(%)
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（７）認知症の診断の有無（問36） 

認知症の診断の有無は、「受けている」が 27.5％、「受けていない」が 61.1％となっている。 

 

■認知症の診断の有無 

 

 

受けている 受けていない 無回答

全体

(n=994)

居宅サービス利用者

(n=772)

施設サービス利用者

(n=22)

サービス未利用者

(n=200)

27.5

27.2

40.9

27.0

61.1

62.6

36.4

58.0

11.5

10.2

22.7

15.0

(%)
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（８）介護をしていくうえでの問題点（問37） 

介護をしていくうえでの問題点は、「精神的に疲れ、ストレスがたまる」（48.6％）が最も多く、

「介護がいつまで続くのかわからない」（39.7％）、「自分以外に介護をする人がいない」（32.2％）

が続いている。 

 

■介護をしていくうえでの問題点 

 

精神的に疲れ、

ストレスがたまる

介護がいつまで

続くのかわからない

自分以外に介護を

する人がいない

肉体的に疲れる

自分の自由な時間がない

経済的な負担がかさむ

十分な睡眠時間が

確保できない

家族や自分の仕事に

影響がある

家族や親族の協力が

得られない

介護サービスに関する

情報が少ない

希望するサービスが

受けられない

介護の方法がわからない

介護に関して相談する

相手がいない

事業所・医療機関などが

家の近くにない

夜間のサービスが

足りない

介護従事者のサービスの

質が悪い

その他

特にない

無回答

48.6

39.7

32.2

31.9

27.2

19.1

18.4

18.3

9.4

5.9

4.5

4.3

3.2

3.1

2.8

1.1

3.9

9.5

19.6

50.1

41.6

34.0

32.1

28.4

19.0

19.1

19.2

9.6

5.7

4.3

4.3

2.9

3.1

3.1

1.2

4.3

9.4

18.2

57.9

26.3

26.3

36.8

26.3

10.5

31.6

36.8

21.1

-

5.3

5.3

5.3

-

-

5.3

5.3

15.8

26.3

41.7

33.7

25.6

30.7

22.6

20.6

14.6

13.1

7.5

7.0

5.0

4.0

4.5

3.5

2.0

0.5

2.5

9.5

24.6

0 10 20 30 40 50 60 70

精 神 的 に 疲 れ、ス トレス がたま る

介 護 が い つ まで続 くのか わからない

自 分 以 外 に 介護を する人 がいな い

肉 体 的 に 疲 れる

自 分 の 自 由 な時間 がない

経 済 的 な 負 担がか さむ

十 分 な 睡 眠 時間が 確保で きない

家 族 や 自 分 の仕事 に影響 がある

家 族 や 親 族 の協力 が得ら れない

介 護 サ ー ビ スに関 する情 報が少ない

希 望 す る サ ービス が受け られな い

介 護 の 方 法 がわか らない

介 護 に 関 し て相談 する相 手がいない

事 業 所 ・ 医 療機関 などが家の近くにな

い

夜 間 の サ ー ビスが 足りな い

介 護 従 事 者 のサー ビスの 質が悪 い

そ の 他

特 に な い

無 回 答

全体

(n=988)

居宅サービス利用者

(n=770)

施設サービス利用者

(n=19)

サービス未利用者

(n=199)

(%)
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（９）介護をしていて良かったと思うこと（問38） 

介護をしていて良かったと思うことは、「あて名ご本人とコミュニケーションができた」（24.1％）

が最も多く、「介護保険制度が理解できた」（22.2％）、「介護の専門職から知識を得られた」（16.2％）

が続いている。 

 

■介護をしていて良かったと思うこと 

 

 

あて名ご本人とコミュニ

ケーションができた

介護保険制度が

理解できた

介護の専門職から

知識を得られた

仕事や生き方の

見直しにつながった

介護の技術を

学ぶことができた

同じ経験をする

仲間と交流できた

地域のことを

理解できるようになった

その他

特にない

無回答

24.1

22.2

16.2

13.2

9.8

8.8

6.4

2.7

23.3

23.0

24.4

24.9

17.1

14.7

10.4

9.6

6.4

2.5

24.2

20.3

36.8

15.8

21.1

15.8

10.5

5.3

5.3

10.5

15.8

26.3

21.6

12.1

12.1

7.0

7.5

6.0

6.5

3.0

20.6

33.2

0 10 20 30 40

あ て 名 ご 本 人とコ ミュニケーションが

で き た

介 護 保 険 制 度が理 解でき た

介 護 の 専 門 職から 知識を 得られ た

仕 事 や 生 き 方の見 直しに つながった

介 護 の 技 術 を学ぶ ことが できた

同 じ 経 験 を する仲 間と交 流でき た

地 域 の こ と を理解 できるようになった

そ の 他

特 に な い

無 回 答

全体

(n=988)

居宅サービス利用者

(n=770)

施設サービス利用者

(n=19)

サービス未利用者

(n=199)

(%)
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（10）介護者支援として必要と思うもの（問39） 

介護者支援として必要と思うものは、「介護者に対する定期的な情報提供」（30.3％）が最も多く、

「介護者が気軽に休息がとれる機会づくり」（29.4％）、「在宅介護者への手当」（28.4％）が続い

ている。 

 

■介護者支援として必要と思うもの 

 

 

（11）府中市への要望〈自由回答〉（問40） 

※整理中 

 

 

 

 

介護者に対する

定期的な情報提供

介護者が気軽に休息が

とれる機会づくり

在宅介護者への手当

介護者が仕事と介護の

両立ができる支援制度、

再就職支援施策

電話や訪問による

相談サービス

リフレッシュのための

日帰り旅行などの

機会提供

本人や介護者が集まって

話せる場づくり

介護休業取得者のいる

企業への支援制度

介護者の経験を生かした

介護問題への発言の

場づくり

家族会や介護者の

自助グループ

その他

無回答

30.3

29.4

28.4

18.0

17.1

13.0

9.7

6.6

5.8

3.9

2.0

27.6

30.0

30.5

29.1

18.7

16.9

13.5

9.5

7.1

6.2

3.8

2.3

26.6

36.8

26.3

26.3

15.8

10.5

-

5.3

5.3

-

5.3

5.3

26.3

30.7

25.1

26.1

15.6

18.6

12.1

11.1

4.5

4.5

4.5

0.5

31.7

0 10 20 30 40

介 護 者 に 対 する定 期的な 情報提 供

介 護 者 が 気 軽に休 息がとれる機会づく

り

在 宅 介 護 者 への手 当

介 護 者 が 仕 事と介 護の両立ができる支

援 制 度 、 再 就職支 援施策

電 話 や 訪 問 による 相談サ ービス

リ フ レ ッ シ ュのた めの日帰り旅行など

の 機 会 提 供

本 人 や 介 護 者が集 まって話せる場づく

り

介 護 休 業 取 得者の いる企業への支援制

度

介 護 者 の 経 験を生 かした介護問題への

発 言 の 場 づ くり

家 族 会 や 介 護者の 自助グ ループ

そ の 他

無 回 答

全体

(n=988)

居宅サービス利用者

(n=770)

施設サービス利用者

(n=19)

サービス未利用者

(n=199)

(%)
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